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教養デザイン研究科Webページ
明治大学大学院 教養デザイン研究科 検 索

教養の新しい意義と形を創造（デザイン）する
教養デザイン研究科は、2008年度に「人間性とその

適正な環境の探求」を教育研究の目標として開設した、

新しい教養系の研究科です。研究分野として、「思想」、

「文化」、「平和・環境」の３コースを設置しています。

教養デザイン研究科の特色は次の３点にあります。

第１には、複数の教員が学際的な研究指導にあたり、

１つの専門領域だけに偏らない総合的な研究指導を

行っています。第２には、大学院の国際化に対応して、

教育研究における国際的な連携を深め、海外へと開か

れた研究科を目指しています。また、海外指定校制度を

設け、本学の海外協定校から優秀な留学生を受け入れ

ています。第３には、社会人に対して広く門戸を開放し

ていることです。大学卒業後、それぞれの社会経験から

得た学問的テーマの探求を希望する社会人を受け入れ、

生涯学習社会に積極的に対応しています。

教養デザイン研究科は、「人間性とその適正な環境の探求」をテーマとして、哲学・倫理学などの人文科学、法学・政治学などの社会科学、環境科学・生命
科学などの自然科学の各分野から専門家を集めて教員とし、カリキュラムを組みました。学生は、次の3つのコースのうち、1つを選択することになります。

教養デザイン研究科は、21世紀において人類が直面している
諸課題を総合的・学際的に考察し、公共的観点に立って主体的に
行動することのできる人材の養成を目指す。教育研究のテーマ
は「人間性とその適正な環境の探求」と、新時代にふさわしい「知
の創造（デザイン）」である。博士前期課程では、科学技術の飛躍
的発展によって生じた倫理的諸問題、グローバル化が進む現代
世界における異文化理解、脱領域化状況の中での平和構築、自然
環境との共生、これらの諸問題を総合的に考察し、解決へと導く
ことのできる高度な教養人の育成を目的とする。博士後期課程
では、思想、文化、平和・環境の三つの領域において、自立した研
究者の育成を目的としている。課程博士論文の作成に力点を置
き、研究業績の蓄積を促進することによって、大学教員など研究
職において活躍できる人材の育成を目的とする。

教養デザイン専攻では、人類が直面する諸課題を包括的に探
究するため、「思想」、「文化」及び「平和・環境」の3つの領域研究
コースを設置している。文理を融合し、総合化された知の創造
と現代社会における新たな倫理の探求を目指す。博士前期課程
では、科学技術の著しい発展、グローバル化の到来など、激変す
る現代社会において、生涯学習をも視野に入れて、高度な教養を
デザイン（創造）できる人材の養成を目指す。博士後期課程では、
博士前期課程で身につけた知識を活かしながら、更に自立して
研究活動を行える人材の養成を目指す。

教養デザイン研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

教養デザイン専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、科学技術の発展により惹き起こ
された諸問題に対する倫理的判断、グローバル化が進む現代社会におけ
る異文化への理解、平和構築と自然環境との共生、これらの諸課題を総
合的・学際的に考察し、公共的観点に立ち、問題解決にむかって主体的に
行動することができる人材の養成を目的とします。このため、次のよう
な資質と意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  出身学部にとらわれることなく、現代的な諸課題を総合的・学際的に
考察し、問題解決にむけて主体的・積極的に行動しようとする意欲の
ある者。

⑵  現代的な課題に関心を持ち、国際的な場で活躍を希望する者。
⑶  自己の社会的経験に基づき、現代社会への学問的考察の意欲を持つ社
会人。

　以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験、社会人特別入学試験を実施し、入学者選抜を行ない
ます。なお、社会人特別入試には50歳以上を対象とするシニア入学試験
を含みます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解についての知識を修得しておくこと。
⑶  平和と環境に関する基礎的な学力を修得しておくこと。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程は、「思想」「文化」「平和・環境」の３
研究領域において、優れた修士学位論文を作成したことを前提として、さ
らに専門性と複眼的視野とを深め、独創的な研究成果を発表することの
できる研究者の養成を目的とします。このため、次のような資質と意欲
を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  修士学位論文をさらに高度な研究に深化させるアカデミック･スキ
ル（外国語能力を含む）と研究計画を持つ者。

⑵  現代的な課題に学際的視点から対応できる自立した研究者、または高
度な教育研究活動を職業とすることを目指す者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験
を実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  高度な哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解や平和と環境に関して、高度な研究活動を遂行できる能力
を修得しておくこと。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、教育研究の総合的なテーマとして「人間性とそ
の適正な環境の探求」を掲げています。「人間性」「環境」「行動倫理」がキーワードとな
ります。この3つのキーワードを研究対象として統合化し、整理したものが「思想」「文
化」「平和・環境」の3つの領域研究コースです。学際的知識の修得と主体的に倫理的行
動をとりうる人材を養成することを目的として、次のような方針に基づきカリキュラ
ムを編成し、実施します。

⑴  人文科学・社会科学・自然科学の分野にまたがる総合的・学際的知識を修得するため
の科目を配置します。

⑵  専門的知識を深めると同時に、専門的知識の殻に閉じこもらない総合的・学際的知
識を深め、複眼的視野を育成することを配慮します。

⑶  指導教員と副指導教員による複数指導体制をとり、研究科全体で段階的に研究指導
を行ないます。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程の教育研究の総合的なテーマである「人間性とそ
の適正な環境の探求」を行ないうる、個別学問分野における深い専門性と高い倫理性
を持った研究者を養成するため、次のような方針に基づきカリキュラムを編成し、実
施します。

⑴  指導教員と副指導教員による複数指導体制のもと、専門分野における知識の高度化
と研究の独創性を育成すると同時に、専門分野に関連する幅広い知識の修得とアカ
デミック･スキルの向上に配慮します。

⑵  博士前期課程において培った総合的・学際的知識と複眼的視野の深化を目指します。
⑶  学会誌等への投稿を促して、研究の対外的評価を求めていきます。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、現在人類が直面している諸課題を総合的・学
際的に考察し、公共的観点に立って主体的に行動することができる人材の養成を目指
しています。そのため、所定の単位を修得したうえで、優れた学業成績を上げ、かつ、次
に示す資質や能力を備えたと認められ、優れた修士学位論文を作成した学生に対して、
修士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究分野のみならず、他研究領域に関
しても、学士課程よりも深い教養や専門的知識を得ていること。

⑵  現代的な課題に対して、地球公共的な視点から行動しうる能力を有していること。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程では、人材養成の目的を踏まえ、所定の単位を修
得したうえで、学業成績と研究業績を上げ、かつ、次に示す資質や能力を備えたと認め
られ、優れた博士学位論文を作成した学生に対して、博士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究領域のみならず、他研究領域との
関連性を十分に認識して、高度な研究能力と豊かな学識により、独創的な研究成果
を発表できること。

⑵  自立した研究者として高い倫理性を持ち、地球公共的な視点に立って、現代社会の
かかえる問題の解決への企画力と行動力を有していること。

教育課程編成の考え方・特色

これらのコースは、他の領域研究コースの科目も取り込んだきわめて学際
的な研究が行えるよう設計されています。

カリキュラム概念図
現代社会を読み解く鍵となる哲学・倫理・宗教について、グローバルかつア
クチュアルな視点から考察していきます。また、現代倫理や現代思想に関す
る多面的研究にも取り組んでいます。

「思想」領域研究コース

人間性の発現として文化を捉え研究します。共生社会における異文化理
解ということを中心に、マイノリティの文化にも焦点をあて、文化マネジメ
ントといった分野にも取り組んでいます。

「文化」領域研究コース

戦争・紛争と平和構築の問題、経済開発や貧困問題と平和の問題、また自然
との共生の問題を中心に研究します。民族紛争、環境との関わり、科学技術
と安全性の問題などを、幅広い視点で研究しています。

「平和・環境」領域研究コース
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教養というと、学部1～2年の一般教養を
思い浮かべますが、大学院で教養を学ぶのですか？ デザイン画を描くような授業があるのでしょうか？

A. はい。専門的知識はタコツボのように狭い領域に入り込んで身につ
けるようになりがちです。けれども変化の著しい今日の世界においては、
学問分野を横断して、専門知識の意味や価値を考えるためのリベラル
アーツとしての教養が必要だ、ということで、本研究科のカリキュラムが
組まれています。

A. いいえ。ファッションやグラフィックなどでいうデザインではなく、新
しい価値や考えの枠組みの構想＝デザイン、というコンセプトの研究科
名です。

A. パンフレットやWebサイトで教員の専門領域をみて、まずは希望を出してください。
入試のプロセスをみて、さらに適切な教員がいると思われる場合は、そちらに決定します。
入学後に指導教員が代わる場合もあります。

A. 研究者をめざす学生は、博士前期課程を修了し修士号を取得してから、博士後期
課程に進み、さらに博士の学位を取得するための博士論文の指導を受けますが、博
士前期課程を終えた後に、教員、流通、ITなどの職に就く人も少なくありません。

Q1 Q2 Q3 Q4
入学志望の際に希望する指導教員をきかれますが、
どの先生がよいかよくわかりません、どうしたらいいでしょうか？ 修了後の進路はどうなっていますか？

Q & A

事務取扱時間 （和泉第一校舎1F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～17：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話

▲

03-5300-1529　Mail

▲

humanity@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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を含みます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解についての知識を修得しておくこと。
⑶  平和と環境に関する基礎的な学力を修得しておくこと。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程は、「思想」「文化」「平和・環境」の３
研究領域において、優れた修士学位論文を作成したことを前提として、さ
らに専門性と複眼的視野とを深め、独創的な研究成果を発表することの
できる研究者の養成を目的とします。このため、次のような資質と意欲
を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  修士学位論文をさらに高度な研究に深化させるアカデミック･スキ
ル（外国語能力を含む）と研究計画を持つ者。

⑵  現代的な課題に学際的視点から対応できる自立した研究者、または高
度な教育研究活動を職業とすることを目指す者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験
を実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  高度な哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解や平和と環境に関して、高度な研究活動を遂行できる能力
を修得しておくこと。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、教育研究の総合的なテーマとして「人間性とそ
の適正な環境の探求」を掲げています。「人間性」「環境」「行動倫理」がキーワードとな
ります。この3つのキーワードを研究対象として統合化し、整理したものが「思想」「文
化」「平和・環境」の3つの領域研究コースです。学際的知識の修得と主体的に倫理的行
動をとりうる人材を養成することを目的として、次のような方針に基づきカリキュラ
ムを編成し、実施します。

⑴  人文科学・社会科学・自然科学の分野にまたがる総合的・学際的知識を修得するため
の科目を配置します。

⑵  専門的知識を深めると同時に、専門的知識の殻に閉じこもらない総合的・学際的知
識を深め、複眼的視野を育成することを配慮します。

⑶  指導教員と副指導教員による複数指導体制をとり、研究科全体で段階的に研究指導
を行ないます。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程の教育研究の総合的なテーマである「人間性とそ
の適正な環境の探求」を行ないうる、個別学問分野における深い専門性と高い倫理性
を持った研究者を養成するため、次のような方針に基づきカリキュラムを編成し、実
施します。

⑴  指導教員と副指導教員による複数指導体制のもと、専門分野における知識の高度化
と研究の独創性を育成すると同時に、専門分野に関連する幅広い知識の修得とアカ
デミック･スキルの向上に配慮します。

⑵  博士前期課程において培った総合的・学際的知識と複眼的視野の深化を目指します。
⑶  学会誌等への投稿を促して、研究の対外的評価を求めていきます。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、現在人類が直面している諸課題を総合的・学
際的に考察し、公共的観点に立って主体的に行動することができる人材の養成を目指
しています。そのため、所定の単位を修得したうえで、優れた学業成績を上げ、かつ、次
に示す資質や能力を備えたと認められ、優れた修士学位論文を作成した学生に対して、
修士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究分野のみならず、他研究領域に関
しても、学士課程よりも深い教養や専門的知識を得ていること。

⑵  現代的な課題に対して、地球公共的な視点から行動しうる能力を有していること。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程では、人材養成の目的を踏まえ、所定の単位を修
得したうえで、学業成績と研究業績を上げ、かつ、次に示す資質や能力を備えたと認め
られ、優れた博士学位論文を作成した学生に対して、博士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究領域のみならず、他研究領域との
関連性を十分に認識して、高度な研究能力と豊かな学識により、独創的な研究成果
を発表できること。

⑵  自立した研究者として高い倫理性を持ち、地球公共的な視点に立って、現代社会の
かかえる問題の解決への企画力と行動力を有していること。

教育課程編成の考え方・特色

これらのコースは、他の領域研究コースの科目も取り込んだきわめて学際
的な研究が行えるよう設計されています。

カリキュラム概念図
現代社会を読み解く鍵となる哲学・倫理・宗教について、グローバルかつア
クチュアルな視点から考察していきます。また、現代倫理や現代思想に関す
る多面的研究にも取り組んでいます。

「思想」領域研究コース

人間性の発現として文化を捉え研究します。共生社会における異文化理
解ということを中心に、マイノリティの文化にも焦点をあて、文化マネジメ
ントといった分野にも取り組んでいます。

「文化」領域研究コース

戦争・紛争と平和構築の問題、経済開発や貧困問題と平和の問題、また自然
との共生の問題を中心に研究します。民族紛争、環境との関わり、科学技術
と安全性の問題などを、幅広い視点で研究しています。

「平和・環境」領域研究コース
人間性と
適正な環境

「
平
和・
環
境」
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研究
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ー
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教養というと、学部1～2年の一般教養を
思い浮かべますが、大学院で教養を学ぶのですか？ デザイン画を描くような授業があるのでしょうか？

A. はい。専門的知識はタコツボのように狭い領域に入り込んで身につ
けるようになりがちです。けれども変化の著しい今日の世界においては、
学問分野を横断して、専門知識の意味や価値を考えるためのリベラル
アーツとしての教養が必要だ、ということで、本研究科のカリキュラムが
組まれています。

A. いいえ。ファッションやグラフィックなどでいうデザインではなく、新
しい価値や考えの枠組みの構想＝デザイン、というコンセプトの研究科
名です。

A. パンフレットやWebサイトで教員の専門領域をみて、まずは希望を出してください。
入試のプロセスをみて、さらに適切な教員がいると思われる場合は、そちらに決定します。
入学後に指導教員が代わる場合もあります。

A. 研究者をめざす学生は、博士前期課程を修了し修士号を取得してから、博士後期
課程に進み、さらに博士の学位を取得するための博士論文の指導を受けますが、博
士前期課程を終えた後に、教員、流通、ITなどの職に就く人も少なくありません。

Q1 Q2 Q3 Q4
入学志望の際に希望する指導教員をきかれますが、
どの先生がよいかよくわかりません、どうしたらいいでしょうか？ 修了後の進路はどうなっていますか？

Q & A

事務取扱時間 （和泉第一校舎1F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～17：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話
▲

03-5300-1529　Mail

▲

humanity@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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教養デザイン研究科Webページ
明治大学大学院 教養デザイン研究科 検 索

教養の新しい意義と形を創造（デザイン）する
教養デザイン研究科は、2008年度に「人間性とその

適正な環境の探求」を教育研究の目標として開設した、

新しい教養系の研究科です。研究分野として、「思想」、

「文化」、「平和・環境」の３コースを設置しています。

教養デザイン研究科の特色は次の３点にあります。

第１には、複数の教員が学際的な研究指導にあたり、

１つの専門領域だけに偏らない総合的な研究指導を

行っています。第２には、大学院の国際化に対応して、

教育研究における国際的な連携を深め、海外へと開か

れた研究科を目指しています。また、海外指定校制度を

設け、本学の海外協定校から優秀な留学生を受け入れ

ています。第３には、社会人に対して広く門戸を開放し

ていることです。大学卒業後、それぞれの社会経験から

得た学問的テーマの探求を希望する社会人を受け入れ、

生涯学習社会に積極的に対応しています。

教養デザイン研究科は、「人間性とその適正な環境の探求」をテーマとして、哲学・倫理学などの人文科学、法学・政治学などの社会科学、環境科学・生命
科学などの自然科学の各分野から専門家を集めて教員とし、カリキュラムを組みました。学生は、次の3つのコースのうち、1つを選択することになります。

教養デザイン研究科は、21世紀において人類が直面している
諸課題を総合的・学際的に考察し、公共的観点に立って主体的に
行動することのできる人材の養成を目指す。教育研究のテーマ
は「人間性とその適正な環境の探求」と、新時代にふさわしい「知
の創造（デザイン）」である。博士前期課程では、科学技術の飛躍
的発展によって生じた倫理的諸問題、グローバル化が進む現代
世界における異文化理解、脱領域化状況の中での平和構築、自然
環境との共生、これらの諸問題を総合的に考察し、解決へと導く
ことのできる高度な教養人の育成を目的とする。博士後期課程
では、思想、文化、平和・環境の三つの領域において、自立した研
究者の育成を目的としている。課程博士論文の作成に力点を置
き、研究業績の蓄積を促進することによって、大学教員など研究
職において活躍できる人材の育成を目的とする。

教養デザイン専攻では、人類が直面する諸課題を包括的に探
究するため、「思想」、「文化」及び「平和・環境」の3つの領域研究
コースを設置している。文理を融合し、総合化された知の創造
と現代社会における新たな倫理の探求を目指す。博士前期課程
では、科学技術の著しい発展、グローバル化の到来など、激変す
る現代社会において、生涯学習をも視野に入れて、高度な教養を
デザイン（創造）できる人材の養成を目指す。博士後期課程では、
博士前期課程で身につけた知識を活かしながら、更に自立して
研究活動を行える人材の養成を目指す。

教養デザイン研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

教養デザイン専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、科学技術の発展により惹き起こ
された諸問題に対する倫理的判断、グローバル化が進む現代社会におけ
る異文化への理解、平和構築と自然環境との共生、これらの諸課題を総
合的・学際的に考察し、公共的観点に立ち、問題解決にむかって主体的に
行動することができる人材の養成を目的とします。このため、次のよう
な資質と意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  出身学部にとらわれることなく、現代的な諸課題を総合的・学際的に
考察し、問題解決にむけて主体的・積極的に行動しようとする意欲の
ある者。

⑵  現代的な課題に関心を持ち、国際的な場で活躍を希望する者。
⑶  自己の社会的経験に基づき、現代社会への学問的考察の意欲を持つ社
会人。

　以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験、社会人特別入学試験を実施し、入学者選抜を行ない
ます。なお、社会人特別入試には50歳以上を対象とするシニア入学試験
を含みます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解についての知識を修得しておくこと。
⑶  平和と環境に関する基礎的な学力を修得しておくこと。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程は、「思想」「文化」「平和・環境」の３
研究領域において、優れた修士学位論文を作成したことを前提として、さ
らに専門性と複眼的視野とを深め、独創的な研究成果を発表することの
できる研究者の養成を目的とします。このため、次のような資質と意欲
を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  修士学位論文をさらに高度な研究に深化させるアカデミック･スキ
ル（外国語能力を含む）と研究計画を持つ者。

⑵  現代的な課題に学際的視点から対応できる自立した研究者、または高
度な教育研究活動を職業とすることを目指す者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験
を実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

⑴  高度な哲学的考察力を身につけておくこと。
⑵  異文化理解や平和と環境に関して、高度な研究活動を遂行できる能力
を修得しておくこと。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、教育研究の総合的なテーマとして「人間性とそ
の適正な環境の探求」を掲げています。「人間性」「環境」「行動倫理」がキーワードとな
ります。この3つのキーワードを研究対象として統合化し、整理したものが「思想」「文
化」「平和・環境」の3つの領域研究コースです。学際的知識の修得と主体的に倫理的行
動をとりうる人材を養成することを目的として、次のような方針に基づきカリキュラ
ムを編成し、実施します。

⑴  人文科学・社会科学・自然科学の分野にまたがる総合的・学際的知識を修得するため
の科目を配置します。

⑵  専門的知識を深めると同時に、専門的知識の殻に閉じこもらない総合的・学際的知
識を深め、複眼的視野を育成することを配慮します。

⑶  指導教員と副指導教員による複数指導体制をとり、研究科全体で段階的に研究指導
を行ないます。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程の教育研究の総合的なテーマである「人間性とそ
の適正な環境の探求」を行ないうる、個別学問分野における深い専門性と高い倫理性
を持った研究者を養成するため、次のような方針に基づきカリキュラムを編成し、実
施します。

⑴  指導教員と副指導教員による複数指導体制のもと、専門分野における知識の高度化
と研究の独創性を育成すると同時に、専門分野に関連する幅広い知識の修得とアカ
デミック･スキルの向上に配慮します。

⑵  博士前期課程において培った総合的・学際的知識と複眼的視野の深化を目指します。
⑶  学会誌等への投稿を促して、研究の対外的評価を求めていきます。

【博士前期課程】
　教養デザイン研究科博士前期課程は、現在人類が直面している諸課題を総合的・学
際的に考察し、公共的観点に立って主体的に行動することができる人材の養成を目指
しています。そのため、所定の単位を修得したうえで、優れた学業成績を上げ、かつ、次
に示す資質や能力を備えたと認められ、優れた修士学位論文を作成した学生に対して、
修士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究分野のみならず、他研究領域に関
しても、学士課程よりも深い教養や専門的知識を得ていること。

⑵  現代的な課題に対して、地球公共的な視点から行動しうる能力を有していること。

【博士後期課程】
　教養デザイン研究科博士後期課程では、人材養成の目的を踏まえ、所定の単位を修
得したうえで、学業成績と研究業績を上げ、かつ、次に示す資質や能力を備えたと認め
られ、優れた博士学位論文を作成した学生に対して、博士（学術）の学位を授与します。

⑴  総合的・学際的な視点に立ち、各自が専攻した研究領域のみならず、他研究領域との
関連性を十分に認識して、高度な研究能力と豊かな学識により、独創的な研究成果
を発表できること。

⑵  自立した研究者として高い倫理性を持ち、地球公共的な視点に立って、現代社会の
かかえる問題の解決への企画力と行動力を有していること。

教育課程編成の考え方・特色

これらのコースは、他の領域研究コースの科目も取り込んだきわめて学際
的な研究が行えるよう設計されています。

カリキュラム概念図
現代社会を読み解く鍵となる哲学・倫理・宗教について、グローバルかつア
クチュアルな視点から考察していきます。また、現代倫理や現代思想に関す
る多面的研究にも取り組んでいます。

「思想」領域研究コース

人間性の発現として文化を捉え研究します。共生社会における異文化理
解ということを中心に、マイノリティの文化にも焦点をあて、文化マネジメ
ントといった分野にも取り組んでいます。

「文化」領域研究コース

戦争・紛争と平和構築の問題、経済開発や貧困問題と平和の問題、また自然
との共生の問題を中心に研究します。民族紛争、環境との関わり、科学技術
と安全性の問題などを、幅広い視点で研究しています。

「平和・環境」領域研究コース
人間性と
適正な環境

「
平
和・
環
境」
領域

研究
コー
ス

「思想」領域研究コース

「文化」領域研究コ
ー
ス平和構築

研究

地球
公共論

文化理論
研究

地域文化
研究

言語文化
研究

思想史
研究

哲学研究倫理学研究

宗教学
研究

科学技術史
研究

地球環境
研究

研究
演習

研究
演習

研究
演習

文化マネジメント
研究

人間性と
適正な環境

教養というと、学部1～2年の一般教養を
思い浮かべますが、大学院で教養を学ぶのですか？ デザイン画を描くような授業があるのでしょうか？

A. はい。専門的知識はタコツボのように狭い領域に入り込んで身につ
けるようになりがちです。けれども変化の著しい今日の世界においては、
学問分野を横断して、専門知識の意味や価値を考えるためのリベラル
アーツとしての教養が必要だ、ということで、本研究科のカリキュラムが
組まれています。

A. いいえ。ファッションやグラフィックなどでいうデザインではなく、新
しい価値や考えの枠組みの構想＝デザイン、というコンセプトの研究科
名です。

A. パンフレットやWebサイトで教員の専門領域をみて、まずは希望を出してください。
入試のプロセスをみて、さらに適切な教員がいると思われる場合は、そちらに決定します。
入学後に指導教員が代わる場合もあります。

A. 研究者をめざす学生は、博士前期課程を修了し修士号を取得してから、博士後期
課程に進み、さらに博士の学位を取得するための博士論文の指導を受けますが、博
士前期課程を終えた後に、教員、流通、ITなどの職に就く人も少なくありません。

Q1 Q2 Q3 Q4
入学志望の際に希望する指導教員をきかれますが、
どの先生がよいかよくわかりません、どうしたらいいでしょうか？ 修了後の進路はどうなっていますか？

Q & A

事務取扱時間 （和泉第一校舎1F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～17：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話
▲

03-5300-1529　Mail

▲

humanity@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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コース必修科目

思
想

思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 岩野 卓司
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 釜崎　 太
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 澤井 和彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 本間 次彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 井上 善幸
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 伊藤　 剣
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 田中 ひかる

文
化

文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 広沢 絵里子
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鈴木 哲也
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 畑中 基紀
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 神田 正行
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 嶋田 直哉
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 虎岩 直子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 斎藤 英治
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 池田　 功
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 加藤 　徹
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 山岸 智子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 丸川 哲史
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐久間 寛

平
和・環
境

平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鳥居　 高
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐原 徹哉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 廣部　 泉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 羽根 次郎
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 森永 由紀
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 浅賀 宏昭
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 石山 徳子

共通必修科目
論文作成特論 田中 ひかる

コース必修科目

思
想

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 岩野 卓司
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 本間 次彦
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 井上 善幸
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 釜崎　 太

文
化

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 広沢 絵里子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 虎岩 直子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 斎藤 英治
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鈴木 哲也
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 池田　 功
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 山岸 智子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 加藤　 徹
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 丸川 哲史

平
和・環
境

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鳥居　 高
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 佐原 徹哉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 羽根 次郎
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 廣部　 泉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 石山 徳子

共通選択科目
現代教養総合研究Ⅰ 中村 和恵
現代教養総合研究Ⅱ 丸川 哲史

コース選択必修科目

思
想

思想領域特別研究 岩野 卓司
思想史領域特別研究 美濃部 仁
思想史領域特別研究 本間 次彦

文
化

文化理論特別研究 薩摩 秀登
文化理論特別研究 山岸 智子
地域文化特別研究 加藤　 徹
言語文化特別研究 鈴木 哲也

平
和・環
境

平和構築特別研究 鳥居　 高
地球環境特別研究 森永 由紀
地球環境特別研究 浅賀 宏昭
科学技術史特別研究 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

コース選択科目

思
想

思想領域研究特論Ⅰ（贈与論） 岩野 卓司
思想領域研究特論Ⅱ（ジェンダー論の基礎） 高峰　 修
思想領域研究特論Ⅲ（人格の陶冶について） 中里　 巧
思想領域研究特論Ⅳ（現代社会とスポーツ） 釜崎　 太
思想領域研究特論Ⅴ（中国西南地域の歴史） 西川 和孝
思想領域研究特論Ⅵ（スポーツ政策とビジネス） 澤井 和彦
思想史領域研究特論Ⅰ（イマージュの解体学） 井上 善幸
思想史領域研究特論Ⅱ（日本政治思想史（17～19世紀）） 本間 次彦
思想史領域研究特論Ⅲ（日本古代の社会と文学） 伊藤　 剣
思想史領域研究特論Ⅳ（キリスト教美術史） 瀧口 美香
思想史領域研究特論Ⅴ（自己究明の諸相） 美濃部 仁
思想史領域研究特論Ⅵ（近現代の社会変革思想） 田中 ひかる

文
化

文化論研究特論Ⅰ（比較文化研究） 中村 和恵
文化論研究特論Ⅱ（現代文化へのアプローチ） 山岸 智子
文化論研究特論Ⅲ（フィールドワークと民族誌） 佐久間 寛
文化理論研究特論Ⅰ（日本語表現論） 黒﨑 典子
文化理論研究特論Ⅱ（表象文化） 斎藤 英治
文化理論研究特論Ⅲ（近代日本文学） 畑中 基紀
文化理論研究特論Ⅳ（江戸小説と中国小説） 神田 正行
文化理論研究特論Ⅴ(自伝理論） 広沢 絵里子
地域文化研究特論Ⅰ（日本演劇史） 嶋田 直哉
地域文化研究特論Ⅱ（中国語圏） 加藤　 徹
地域文化研究特論Ⅲ（英語圏） 虎岩 直子
地域文化研究特論Ⅳ（ドイツ語圏） 佐藤 公紀
地域文化研究特論Ⅴ（フランス語圏） 前田 更子
地域文化研究特論Ⅵ（その他語圏） 薩摩 秀登
言語文化研究特論Ⅰ（言語論と批評理論） 鈴木 哲也
言語文化研究特論Ⅱ（鉄道と文学） 大楠 栄三
言語文化研究特論Ⅲ（東アジア歴史文化比較論） 丸川 哲史
文化マネジメント研究特論（芸能と国家・社会） 中村 雅之

平
和・環
境

地球公共論研究特論Ⅰ（国家と市民社会） 鳥居　 高
地球公共論研究特論Ⅱ（自然環境） 森永 由紀
平和構築研究特論Ⅰ（朝鮮半島と世界平和） 李　 英美
平和構築研究特論Ⅱ（日本と世界） 廣部　 泉
平和構築研究特論Ⅲ（人民民主論） 羽根 次郎
平和構築研究特論Ⅳ（経済発展論） 鳥居　 高
平和構築研究特論Ⅴ（比較ジェノサイド論） 佐原 徹哉
地球環境研究特論Ⅰ（自然環境） 森永 由紀
地球環境研究特論Ⅱ（先端生命科学技術） 浅賀 宏昭
地球環境研究特論Ⅲ（環境と社会） 石山 徳子
科学技術史研究特論（科学と社会） 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

教養デザイン研究科の特色ある教育プログラムカリキュラム一覧

■  博士前期課程

■  博士後期課程

映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム
教養デザイン研究科では、2009年度より新しい教育プログラム「映像資料活用による学際的ア
プローチの醸成プログラム（略称：映像資料プログラム）」を実施しています。
異文化理解や環境問題あるいは紛争や貧困など平和に関する問題への理解を深めるため、ドキュ
メンタリーなど映像資料を活用するプログラムです。しかし、映像資料にも限界があるために、プ
ログラムでは映像資料の上映と併せて監督やプロデューサーをお呼びし、作った側と見る側が映
像を挟んで、実際に「キャッチボール」することによって、複眼的な思考や視点を醸成することを目
的にしています。
また教養デザイン研究科は学際的研究をその特徴としており、映像資料について、思想的側面から、
文化的側面から、更には社会経済的側面から見ることによって、それぞれの視点を「交差」させてい
くおもしろさを体験することをねらいとしています。

「映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム」一覧

テーマ・映像タイトル 講師 開催日

トークセッション 映画「マイスモールランド」をめぐって 川和田 恵真（映画監督）、サヘル・ローズ（俳優）、
チョーラク・サッカス（東京外国語大学非常勤講師）

2022年7月14日
※Zoomによるリアルタイム配信

芸術人類学の扉を開く 石倉 敏明（秋田公立美術大学複合芸術研究科・美術学部准教授） 2022年11月1日～11月30日
※本学HPにてオンデマンド配信

京都を舞台にした『嵐電』
プロデューサーが語る「映画の仕事の話をしよう」 西田 宣善（プロデューサー） 2022年11月11日

覇王別姫～能楽と京劇 日中ユネスコ無形文化遺産の融合～ 張
ちょう

 春
しゅん

祥
しょう

（一般財団法人日本京劇振興協会代表理事・新潮劇院主宰） 2023年2月

南方熊楠の見た大宇宙─粘菌の視座から─ 唐澤 太輔（秋田公立美術大学准教授） 2021年10月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

原点・悶え・村
谷川雁と石牟礼道子の九州的思考 森元 斎（長崎大学准教授） 2021年11月1日～30日

※本学HPにてオンデマンド配信

『見えない島』 ケイコ・クルディ（映画監督） 2021年11月12日
※Zoomによるリアルタイム配信

篠原哲雄監督が語る映画『犬部！』 篠原 哲雄（映画監督） 2022年1月19日
※Zoomによるリアルタイム配信あり

北川アイ子さんの生活の記録
北海道で暮らすサハリンの先住民ウィルタの文化伝承 笹倉 いる美（北海道立北方民族博物館学芸主幹） 2020年10月13日

※Zoomによるリアルタイム配信

女性とサッカー、その歴史と表象 陣野 俊史（立命館大学特任教授） 2020年11月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

映像で日本とイランをつなぐ ～遠山昇司監督を迎えて 遠山 昇司（映画監督・プロデューサー） 2020年12月7日
※Zoomによるリアルタイム配信

「フレンホ－フェル効果──『知られざる傑作』の魅惑」 郷原 佳以（東京大学准教授） 2021年1月13日～2月13日
※本学HPにてオンデマンド配信

第1部 10：50～12：30　趣旨説明と院生研究紹介
第2部 13：30～15：10　スフィンクスと人面狛犬のユーラシア
第3部 15：20～17：00　参考上演と総合討議

登壇者（教員）：浅賀 宏昭　岩野 卓司　加藤 徹（司会）　川野 明正　丸川 哲史
登壇者（院生）：岩井 晴子　李 夢秋　李 瑀琪
参考上演出演：盧 織迅　魯 大鳴　盧 佳世

特定課題講座（2022年度実施）
本研究科では、毎年、「特定課題講座」を開催しています。これは学内外の教員、院生、一般の方に
よる知的・文化的交流をはかるものです。本研究科にはさまざまな専門分野の研究者が集まってい
るため、本講座ではその多様性を生かしながら、幾人もの専門家がひとつの主題について共同でア
プローチしていきます。それにより参加者は、物事がいかに多面的な性格をもっており、それがお
互いに密接に連関しているということを発見できるのです。

2022年度の特定課題講座「地域環境と人」は、1月20日に「動物人間3万年」というテーマでオン
ラインと対面のハイブリッド形式で開催しました。教養デザイン研究科の「思想」「文化」「平和・環
境」という3つの領域研究コースの教員と院生、そして外部からの参加者も集まり、人間が人間らし
く生きられる環境を考えるため、原始時代から現代までのヒトと他の動物のかかわりを軸として、
学際的な発表と討議を行いました。
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コース必修科目

思
想

思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 岩野 卓司
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 釜崎　 太
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 澤井 和彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 本間 次彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 井上 善幸
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 伊藤　 剣
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 田中 ひかる

文
化

文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 広沢 絵里子
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鈴木 哲也
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 畑中 基紀
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 神田 正行
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 嶋田 直哉
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 虎岩 直子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 斎藤 英治
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 池田　 功
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 加藤 　徹
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 山岸 智子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 丸川 哲史
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐久間 寛

平
和・環
境

平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鳥居　 高
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐原 徹哉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 廣部　 泉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 羽根 次郎
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 森永 由紀
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 浅賀 宏昭
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 石山 徳子

共通必修科目
論文作成特論 田中 ひかる

コース必修科目

思
想

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 岩野 卓司
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 本間 次彦
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 井上 善幸
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 釜崎　 太

文
化

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 広沢 絵里子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 虎岩 直子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 斎藤 英治
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鈴木 哲也
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 池田　 功
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 山岸 智子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 加藤　 徹
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 丸川 哲史

平
和・環
境

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鳥居　 高
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 佐原 徹哉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 羽根 次郎
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 廣部　 泉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 石山 徳子

共通選択科目
現代教養総合研究Ⅰ 中村 和恵
現代教養総合研究Ⅱ 丸川 哲史

コース選択必修科目

思
想

思想領域特別研究 岩野 卓司
思想史領域特別研究 美濃部 仁
思想史領域特別研究 本間 次彦

文
化

文化理論特別研究 薩摩 秀登
文化理論特別研究 山岸 智子
地域文化特別研究 加藤　 徹
言語文化特別研究 鈴木 哲也

平
和・環
境

平和構築特別研究 鳥居　 高
地球環境特別研究 森永 由紀
地球環境特別研究 浅賀 宏昭
科学技術史特別研究 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

コース選択科目

思
想

思想領域研究特論Ⅰ（贈与論） 岩野 卓司
思想領域研究特論Ⅱ（ジェンダー論の基礎） 高峰　 修
思想領域研究特論Ⅲ（人格の陶冶について） 中里　 巧
思想領域研究特論Ⅳ（現代社会とスポーツ） 釜崎　 太
思想領域研究特論Ⅴ（中国西南地域の歴史） 西川 和孝
思想領域研究特論Ⅵ（スポーツ政策とビジネス） 澤井 和彦
思想史領域研究特論Ⅰ（イマージュの解体学） 井上 善幸
思想史領域研究特論Ⅱ（日本政治思想史（17～19世紀）） 本間 次彦
思想史領域研究特論Ⅲ（日本古代の社会と文学） 伊藤　 剣
思想史領域研究特論Ⅳ（キリスト教美術史） 瀧口 美香
思想史領域研究特論Ⅴ（自己究明の諸相） 美濃部 仁
思想史領域研究特論Ⅵ（近現代の社会変革思想） 田中 ひかる

文
化

文化論研究特論Ⅰ（比較文化研究） 中村 和恵
文化論研究特論Ⅱ（現代文化へのアプローチ） 山岸 智子
文化論研究特論Ⅲ（フィールドワークと民族誌） 佐久間 寛
文化理論研究特論Ⅰ（日本語表現論） 黒﨑 典子
文化理論研究特論Ⅱ（表象文化） 斎藤 英治
文化理論研究特論Ⅲ（近代日本文学） 畑中 基紀
文化理論研究特論Ⅳ（江戸小説と中国小説） 神田 正行
文化理論研究特論Ⅴ(自伝理論） 広沢 絵里子
地域文化研究特論Ⅰ（日本演劇史） 嶋田 直哉
地域文化研究特論Ⅱ（中国語圏） 加藤　 徹
地域文化研究特論Ⅲ（英語圏） 虎岩 直子
地域文化研究特論Ⅳ（ドイツ語圏） 佐藤 公紀
地域文化研究特論Ⅴ（フランス語圏） 前田 更子
地域文化研究特論Ⅵ（その他語圏） 薩摩 秀登
言語文化研究特論Ⅰ（言語論と批評理論） 鈴木 哲也
言語文化研究特論Ⅱ（鉄道と文学） 大楠 栄三
言語文化研究特論Ⅲ（東アジア歴史文化比較論） 丸川 哲史
文化マネジメント研究特論（芸能と国家・社会） 中村 雅之

平
和・環
境

地球公共論研究特論Ⅰ（国家と市民社会） 鳥居　 高
地球公共論研究特論Ⅱ（自然環境） 森永 由紀
平和構築研究特論Ⅰ（朝鮮半島と世界平和） 李　 英美
平和構築研究特論Ⅱ（日本と世界） 廣部　 泉
平和構築研究特論Ⅲ（人民民主論） 羽根 次郎
平和構築研究特論Ⅳ（経済発展論） 鳥居　 高
平和構築研究特論Ⅴ（比較ジェノサイド論） 佐原 徹哉
地球環境研究特論Ⅰ（自然環境） 森永 由紀
地球環境研究特論Ⅱ（先端生命科学技術） 浅賀 宏昭
地球環境研究特論Ⅲ（環境と社会） 石山 徳子
科学技術史研究特論（科学と社会） 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

教養デザイン研究科の特色ある教育プログラムカリキュラム一覧

■  博士前期課程

■  博士後期課程

映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム
教養デザイン研究科では、2009年度より新しい教育プログラム「映像資料活用による学際的ア
プローチの醸成プログラム（略称：映像資料プログラム）」を実施しています。
異文化理解や環境問題あるいは紛争や貧困など平和に関する問題への理解を深めるため、ドキュ
メンタリーなど映像資料を活用するプログラムです。しかし、映像資料にも限界があるために、プ
ログラムでは映像資料の上映と併せて監督やプロデューサーをお呼びし、作った側と見る側が映
像を挟んで、実際に「キャッチボール」することによって、複眼的な思考や視点を醸成することを目
的にしています。
また教養デザイン研究科は学際的研究をその特徴としており、映像資料について、思想的側面から、
文化的側面から、更には社会経済的側面から見ることによって、それぞれの視点を「交差」させてい
くおもしろさを体験することをねらいとしています。

「映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム」一覧

テーマ・映像タイトル 講師 開催日

トークセッション 映画「マイスモールランド」をめぐって 川和田 恵真（映画監督）、サヘル・ローズ（俳優）、
チョーラク・サッカス（東京外国語大学非常勤講師）

2022年7月14日
※Zoomによるリアルタイム配信

芸術人類学の扉を開く 石倉 敏明（秋田公立美術大学複合芸術研究科・美術学部准教授） 2022年11月1日～11月30日
※本学HPにてオンデマンド配信

京都を舞台にした『嵐電』
プロデューサーが語る「映画の仕事の話をしよう」 西田 宣善（プロデューサー） 2022年11月11日

覇王別姫～能楽と京劇 日中ユネスコ無形文化遺産の融合～ 張
ちょう

 春
しゅん

祥
しょう

（一般財団法人日本京劇振興協会代表理事・新潮劇院主宰） 2023年2月

南方熊楠の見た大宇宙─粘菌の視座から─ 唐澤 太輔（秋田公立美術大学准教授） 2021年10月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

原点・悶え・村
谷川雁と石牟礼道子の九州的思考 森元 斎（長崎大学准教授） 2021年11月1日～30日

※本学HPにてオンデマンド配信

『見えない島』 ケイコ・クルディ（映画監督） 2021年11月12日
※Zoomによるリアルタイム配信

篠原哲雄監督が語る映画『犬部！』 篠原 哲雄（映画監督） 2022年1月19日
※Zoomによるリアルタイム配信あり

北川アイ子さんの生活の記録
北海道で暮らすサハリンの先住民ウィルタの文化伝承 笹倉 いる美（北海道立北方民族博物館学芸主幹） 2020年10月13日

※Zoomによるリアルタイム配信

女性とサッカー、その歴史と表象 陣野 俊史（立命館大学特任教授） 2020年11月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

映像で日本とイランをつなぐ ～遠山昇司監督を迎えて 遠山 昇司（映画監督・プロデューサー） 2020年12月7日
※Zoomによるリアルタイム配信

「フレンホ－フェル効果──『知られざる傑作』の魅惑」 郷原 佳以（東京大学准教授） 2021年1月13日～2月13日
※本学HPにてオンデマンド配信

第1部 10：50～12：30　趣旨説明と院生研究紹介
第2部 13：30～15：10　スフィンクスと人面狛犬のユーラシア
第3部 15：20～17：00　参考上演と総合討議

登壇者（教員）：浅賀 宏昭　岩野 卓司　加藤 徹（司会）　川野 明正　丸川 哲史
登壇者（院生）：岩井 晴子　李 夢秋　李 瑀琪
参考上演出演：盧 織迅　魯 大鳴　盧 佳世

特定課題講座（2022年度実施）
本研究科では、毎年、「特定課題講座」を開催しています。これは学内外の教員、院生、一般の方に
よる知的・文化的交流をはかるものです。本研究科にはさまざまな専門分野の研究者が集まってい
るため、本講座ではその多様性を生かしながら、幾人もの専門家がひとつの主題について共同でア
プローチしていきます。それにより参加者は、物事がいかに多面的な性格をもっており、それがお
互いに密接に連関しているということを発見できるのです。

2022年度の特定課題講座「地域環境と人」は、1月20日に「動物人間3万年」というテーマでオン
ラインと対面のハイブリッド形式で開催しました。教養デザイン研究科の「思想」「文化」「平和・環
境」という3つの領域研究コースの教員と院生、そして外部からの参加者も集まり、人間が人間らし
く生きられる環境を考えるため、原始時代から現代までのヒトと他の動物のかかわりを軸として、
学際的な発表と討議を行いました。

146    147    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of H

um
anities

教
養
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

教養デザイン研究科 Graduate School of Humanit ies

コース必修科目

思
想

思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 岩野 卓司
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 釜崎　 太
思想領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 澤井 和彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 本間 次彦
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 井上 善幸
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 伊藤　 剣
思想史領域研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 田中 ひかる

文
化

文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 広沢 絵里子
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鈴木 哲也
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 畑中 基紀
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 神田 正行
文化理論研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 嶋田 直哉
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 虎岩 直子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 斎藤 英治
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 池田　 功
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 加藤 　徹
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 山岸 智子
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 丸川 哲史
地域文化研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐久間 寛

平
和・環
境

平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 鳥居　 高
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 佐原 徹哉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 廣部　 泉
平和構築研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 羽根 次郎
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 森永 由紀
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 浅賀 宏昭
地球環境研究演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 石山 徳子

共通必修科目
論文作成特論 田中 ひかる

コース必修科目

思
想

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 岩野 卓司
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 本間 次彦
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 井上 善幸
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 釜崎　 太

文
化

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 広沢 絵里子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 虎岩 直子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 斎藤 英治
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鈴木 哲也
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 池田　 功
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 山岸 智子
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 加藤　 徹
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 丸川 哲史

平
和・環
境

研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 鳥居　 高
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 佐原 徹哉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 羽根 次郎
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 廣部　 泉
研究論文指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 石山 徳子

共通選択科目
現代教養総合研究Ⅰ 中村 和恵
現代教養総合研究Ⅱ 丸川 哲史

コース選択必修科目

思
想

思想領域特別研究 岩野 卓司
思想史領域特別研究 美濃部 仁
思想史領域特別研究 本間 次彦

文
化

文化理論特別研究 薩摩 秀登
文化理論特別研究 山岸 智子
地域文化特別研究 加藤　 徹
言語文化特別研究 鈴木 哲也

平
和・環
境

平和構築特別研究 鳥居　 高
地球環境特別研究 森永 由紀
地球環境特別研究 浅賀 宏昭
科学技術史特別研究 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

コース選択科目

思
想

思想領域研究特論Ⅰ（贈与論） 岩野 卓司
思想領域研究特論Ⅱ（ジェンダー論の基礎） 高峰　 修
思想領域研究特論Ⅲ（人格の陶冶について） 中里　 巧
思想領域研究特論Ⅳ（現代社会とスポーツ） 釜崎　 太
思想領域研究特論Ⅴ（中国西南地域の歴史） 西川 和孝
思想領域研究特論Ⅵ（スポーツ政策とビジネス） 澤井 和彦
思想史領域研究特論Ⅰ（イマージュの解体学） 井上 善幸
思想史領域研究特論Ⅱ（日本政治思想史（17～19世紀）） 本間 次彦
思想史領域研究特論Ⅲ（日本古代の社会と文学） 伊藤　 剣
思想史領域研究特論Ⅳ（キリスト教美術史） 瀧口 美香
思想史領域研究特論Ⅴ（自己究明の諸相） 美濃部 仁
思想史領域研究特論Ⅵ（近現代の社会変革思想） 田中 ひかる

文
化

文化論研究特論Ⅰ（比較文化研究） 中村 和恵
文化論研究特論Ⅱ（現代文化へのアプローチ） 山岸 智子
文化論研究特論Ⅲ（フィールドワークと民族誌） 佐久間 寛
文化理論研究特論Ⅰ（日本語表現論） 黒﨑 典子
文化理論研究特論Ⅱ（表象文化） 斎藤 英治
文化理論研究特論Ⅲ（近代日本文学） 畑中 基紀
文化理論研究特論Ⅳ（江戸小説と中国小説） 神田 正行
文化理論研究特論Ⅴ(自伝理論） 広沢 絵里子
地域文化研究特論Ⅰ（日本演劇史） 嶋田 直哉
地域文化研究特論Ⅱ（中国語圏） 加藤　 徹
地域文化研究特論Ⅲ（英語圏） 虎岩 直子
地域文化研究特論Ⅳ（ドイツ語圏） 佐藤 公紀
地域文化研究特論Ⅴ（フランス語圏） 前田 更子
地域文化研究特論Ⅵ（その他語圏） 薩摩 秀登
言語文化研究特論Ⅰ（言語論と批評理論） 鈴木 哲也
言語文化研究特論Ⅱ（鉄道と文学） 大楠 栄三
言語文化研究特論Ⅲ（東アジア歴史文化比較論） 丸川 哲史
文化マネジメント研究特論（芸能と国家・社会） 中村 雅之

平
和・環
境

地球公共論研究特論Ⅰ（国家と市民社会） 鳥居　 高
地球公共論研究特論Ⅱ（自然環境） 森永 由紀
平和構築研究特論Ⅰ（朝鮮半島と世界平和） 李　 英美
平和構築研究特論Ⅱ（日本と世界） 廣部　 泉
平和構築研究特論Ⅲ（人民民主論） 羽根 次郎
平和構築研究特論Ⅳ（経済発展論） 鳥居　 高
平和構築研究特論Ⅴ（比較ジェノサイド論） 佐原 徹哉
地球環境研究特論Ⅰ（自然環境） 森永 由紀
地球環境研究特論Ⅱ（先端生命科学技術） 浅賀 宏昭
地球環境研究特論Ⅲ（環境と社会） 石山 徳子
科学技術史研究特論（科学と社会） 勝田 忠広

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

教養デザイン研究科の特色ある教育プログラムカリキュラム一覧

■  博士前期課程

■  博士後期課程

映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム
教養デザイン研究科では、2009年度より新しい教育プログラム「映像資料活用による学際的ア
プローチの醸成プログラム（略称：映像資料プログラム）」を実施しています。
異文化理解や環境問題あるいは紛争や貧困など平和に関する問題への理解を深めるため、ドキュ
メンタリーなど映像資料を活用するプログラムです。しかし、映像資料にも限界があるために、プ
ログラムでは映像資料の上映と併せて監督やプロデューサーをお呼びし、作った側と見る側が映
像を挟んで、実際に「キャッチボール」することによって、複眼的な思考や視点を醸成することを目
的にしています。
また教養デザイン研究科は学際的研究をその特徴としており、映像資料について、思想的側面から、
文化的側面から、更には社会経済的側面から見ることによって、それぞれの視点を「交差」させてい
くおもしろさを体験することをねらいとしています。

「映像資料活用による学際的アプローチの醸成プログラム」一覧

テーマ・映像タイトル 講師 開催日

トークセッション 映画「マイスモールランド」をめぐって 川和田 恵真（映画監督）、サヘル・ローズ（俳優）、
チョーラク・サッカス（東京外国語大学非常勤講師）

2022年7月14日
※Zoomによるリアルタイム配信

芸術人類学の扉を開く 石倉 敏明（秋田公立美術大学複合芸術研究科・美術学部准教授） 2022年11月1日～11月30日
※本学HPにてオンデマンド配信

京都を舞台にした『嵐電』
プロデューサーが語る「映画の仕事の話をしよう」 西田 宣善（プロデューサー） 2022年11月11日

覇王別姫～能楽と京劇 日中ユネスコ無形文化遺産の融合～ 張
ちょう

 春
しゅん

祥
しょう

（一般財団法人日本京劇振興協会代表理事・新潮劇院主宰） 2023年2月

南方熊楠の見た大宇宙─粘菌の視座から─ 唐澤 太輔（秋田公立美術大学准教授） 2021年10月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

原点・悶え・村
谷川雁と石牟礼道子の九州的思考 森元 斎（長崎大学准教授） 2021年11月1日～30日

※本学HPにてオンデマンド配信

『見えない島』 ケイコ・クルディ（映画監督） 2021年11月12日
※Zoomによるリアルタイム配信

篠原哲雄監督が語る映画『犬部！』 篠原 哲雄（映画監督） 2022年1月19日
※Zoomによるリアルタイム配信あり

北川アイ子さんの生活の記録
北海道で暮らすサハリンの先住民ウィルタの文化伝承 笹倉 いる美（北海道立北方民族博物館学芸主幹） 2020年10月13日

※Zoomによるリアルタイム配信

女性とサッカー、その歴史と表象 陣野 俊史（立命館大学特任教授） 2020年11月1日～30日
※本学HPにてオンデマンド配信

映像で日本とイランをつなぐ ～遠山昇司監督を迎えて 遠山 昇司（映画監督・プロデューサー） 2020年12月7日
※Zoomによるリアルタイム配信

「フレンホ－フェル効果──『知られざる傑作』の魅惑」 郷原 佳以（東京大学准教授） 2021年1月13日～2月13日
※本学HPにてオンデマンド配信

第1部 10：50～12：30　趣旨説明と院生研究紹介
第2部 13：30～15：10　スフィンクスと人面狛犬のユーラシア
第3部 15：20～17：00　参考上演と総合討議

登壇者（教員）：浅賀 宏昭　岩野 卓司　加藤 徹（司会）　川野 明正　丸川 哲史
登壇者（院生）：岩井 晴子　李 夢秋　李 瑀琪
参考上演出演：盧 織迅　魯 大鳴　盧 佳世

特定課題講座（2022年度実施）
本研究科では、毎年、「特定課題講座」を開催しています。これは学内外の教員、院生、一般の方に
よる知的・文化的交流をはかるものです。本研究科にはさまざまな専門分野の研究者が集まってい
るため、本講座ではその多様性を生かしながら、幾人もの専門家がひとつの主題について共同でア
プローチしていきます。それにより参加者は、物事がいかに多面的な性格をもっており、それがお
互いに密接に連関しているということを発見できるのです。

2022年度の特定課題講座「地域環境と人」は、1月20日に「動物人間3万年」というテーマでオン
ラインと対面のハイブリッド形式で開催しました。教養デザイン研究科の「思想」「文化」「平和・環
境」という3つの領域研究コースの教員と院生、そして外部からの参加者も集まり、人間が人間らし
く生きられる環境を考えるため、原始時代から現代までのヒトと他の動物のかかわりを軸として、
学際的な発表と討議を行いました。
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多くの学びや貴重な体験を通じて成長できる場所

人生を自由にデザインし、教養を身につける

武村 悠司
TAKEMURA Yuji

教養デザイン専攻
博士前期課程2年

高 暢
GAO Chang

教養デザイン専攻
博士後期課程2年 

博士前期課程

博士後期課程

院生からのメッセージ

Master’s Program

Doctoral Program

教員情報　P.150

　人生百年の時代に生きている私たちは、やや長い人生の
中で何が重要なのかという問題に直面しています。この問
題を解決すれば、幸せな人生を送ることが可能ではないか
と考えます。しかも、じっくり、ゆっくり考えないと、その
問題の答えを見つけることが非常に難しいと思います。教
養デザイン研究科はちょうどこのような人生を自由にデ
ザインし、教養を身につける場所です。
　私は本間先生のもとで、20世紀初期の新聞紙をレンズと
して東洋と西洋を結びつける近代化、とくに中国の近代化
問題を研究しています。また、東洋の諸伝統思想を通じて、
東洋の近代化を再評価する研究も進んでいます。
　私の研究テーマは容易ではないので、大学の支援が必要
です。大学は時間的支援に加え、経済的支援制度やTA制度

も提供しています。また、研究に必須となる図書館の蔵書や
データベースも充実しています。院生用の共同研究室では、
じっくりと自分の研究と向き合うこともできます。研究室
には歴代の院生の努力で収蔵された本も豊富で、本研究科
の研究分野の幅広さを覗くことも可能です。

実体験に想像力を織り交ぜて、自分らしさを呼び出す

学際的研究にようこそ

何 茜穎
HO Chien Ying

教養デザイン専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 帥
ZHANG Shuai

教養デザイン専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士前期課程

博士後期課程

修了生からのメッセージ

Master’s Program

Doctoral Program

　私は、日本と中国で放送したテレビCMに含まれる文化
的な要素の異同を対象とする、特に両国共通のキャラクター
をメインの研究対象として、比較文化的研究についての論
文を執筆しました。両国の相互理解に役立てることを期待
し、また、グローバル企業に対する商品宣伝について理論
的建議を提供して国際交流に少しでも貢献できればとい
う想いで、このテーマにしました。
　社会の変化や発展に伴い、一つの方法論だけでは原因を
探ることが難しい課題が現れています。総合的・学際的に
考察する教養デザイン研究科は、正にそのような問題に対
する解決策を提供する場です。私の研究には多領域の知識
が関わっていますが、研究科の先生方の講義や指導を通し
て、さまざまな専門分野が相互に関連する研究方法を学ぶ

ことができるのは、とても有益なことでした。また、助手や
RA、TAなどの制度があり、研究生活に重要な経済的支援に
なり、より多くの時間を論文に割くことも可能です。多角
的視点から研究活動に取り組んでみたいという方は、教養
デザイン研究科にぜひトライしてください。

 師事していた教員は？

加藤徹先生はいつも非常に丁寧で優しくて、講義が面白く、各
授業で得られる知識量も豊富で、私の研究に新しいアイデアを生
み出すのは先生のおかげです。研究を進めるにあたり、終始熱心
なご指導を頂きました。また、ゼミがフレンドリーな雰囲気で、留
学生の私にとっては、勉強に関する意見交換がしやすい場所でも
ありました。

　私は大学院でサッカーＪリーグの地域・社会貢献活動に
ついて研究しています。大学の卒業論文ではＪリーグの集
客要因に関して執筆しましたが､マーケティングの観点だ
けでなく、社会的な観点からも研究してみたいと考え､進
学を志望しました。
　教養デザイン研究科には「思想」、「文化」、「平和・環境」の
３つのコースがあり､様々な専門分野の先生の授業を履修
できます｡授業ではディスカッションすることが多く､学
生が積極的に参加し､意見や考えを発信できる環境が整っ
ています｡先生や他の学生と意見交換をする中で多様な考
え方が登場するため､自分にはなかった新しい価値観や視
点を学ぶ貴重な機会になっています。
　また､多くの留学生が在籍しており､異文化交流するこ

とができます｡私は進学前は留学生と交流する機会がなかっ
たので､日本とは異なる文化や生活､価値観を知り理解を
深める有意義な機会となっています｡
　大学院は多くの知識や考え方を学び､自分を成長させる
ことができる場所だと思いますので、進学に興味がある人
はぜひ検討してみてください。

 加藤 徹 教授

　大学では社会学と地域デザインを専攻し、国と自治体に
おける経済的、教育的資源の役割について関心を持ちまし
た。心に抱く「疑問」への答えを見つけるために、大学院へ
の進学を決めました。在学中は、都市出身の映画監督と地
方周辺大衆の交流過程という視点で、アジア的なアイデン
ティティをモチーフとした山形国際ドキュメンタリー映
画祭の創立までの歴史を研究していました。
　留学生が多数在籍する中で、異なる価値観を交わしなが
ら討論できることが本研究科の強みです。読書と生活体験
の積み重ねを重視する指導教員の教育方針も、研究を進め
る上で物事を見る視野を広げ、人生においても大変役に立
ちました。在学中、研究科の先生方からいただいた貴重な
経験と人脈を、今後自分自身の糧にして活用していきたい

と考えています。
　論文とは、自身の悩みや困難と向き合い、これまで得た
ものに対する感謝の思いを込めて制作した「芸術品」であ
ると思います。大学院への進学をご希望されている方は、
自分の唯一無二のアイデアがどのようなものを創出する
のか、今からぜひ楽しみにしていただきたいと思います。

教員情報　P.151

教員情報　P.151

 丸川 哲史 教授 師事していた教員は？

丸川ゼミの強みは、出身分野の異なる学生たちが自由に意見し
合えることです。主に20世紀の東アジアにおける思想と文学を学
び、映像資料を併用して時代背景に対する認識を深めます。先生
ご自身は日本や中国大陸における文学の研究から、映画、版画、写
真とお芝居など芸術関連の研究にも注力し、多彩な研究室です。

 釜崎 太 教授 師事している教員は？

先生の研究分野は身体教育論､ドイツスポーツ研究ですが､学
生の興味や関心を尊重し､研究のサポートをしてくれます｡先生
は学生と積極的にコミュニケーションを取り､ひとりひとりに寄
り添った丁寧な指導をしてくださるので､安心して研究に取り組
むことができます。

教員情報　P.150

 本間 次彦 教授 師事している教員は？

本間先生は中国前近代思想史研究を始めとして、多角的視点か
ら東洋の思想・歴史を捉えようとアプローチなさっており、院生
の研究志望に応じ、儒教と道教以外にも、近代メディア史やジェ
ンダー史のご指導も賜っています。毎学期、違う分野での読書会
が行われ、常に新しい知識と学びを得ることのできる貴重な時間
を過ごしています。

教養デザイン研究科 Graduate School of Humanit ies

2020～2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（学術） 伊賀越物・又右衛門物の研究 ―歌舞伎『伊賀越道中双六』を軸にして― 2018年度
博士（学術） 夏目漱石の漢詩研究 ―連作と「断面的文学」という視点から― 2018年度
博士（学術） 行動する知識人・橘樸 ―大正生命主義と中国経験― 2019年度
博士（学術） 谷川雁の反定型音響 ―「工作者」のダイナミズムについて― 2020年度
博士（学術） アンヌ・エベールのケベック ―視線の舞台から風景へ― 2020年度
博士（学術） 日本と中国のテレビCMの広告表現における共通要素の研究 ―比較文化論の観点から― 2021年度
博士（学術） 日本語オノマトペの仏語訳研究 ―宮澤賢治童話を資料として― 2021年度

近年の博士学位授与

「思想」領域研究コース

▲

パースペクティブと知覚との関係について ─マクルーハンのメディア論に基づく─▲

戦後日本の純潔教育に見るセクシュアリティの変容と生権力 
─性教育のなかの処女と童貞をめぐる言説─▲

『抱朴子』における「命」の思想的研究▲

チャイナタウンの言語景観における華人移民言語の現れ方  
─横浜・池袋・西川口・大阪島之内チャイナタウンを比較して▲

改革開放時期以降における広州食文化の変容─北京路を中心に─▲

東京における在日華人カトリック共同体 ─カトリック上野教会を中心に─▲

記紀におけるアメノヒボコ伝承の意義▲

中華民国初期の北京とある旧旗人作家の日常 ―蔡友梅の描いた北京―▲

ドイツにおける教員養成改革の動向と反省的実践家  
―カッセル大学PRONETプロジェクトにおける教科スポーツの取り組みを中心に―▲

能登半島珠洲市と海南島儋州市における伝統的な塩づくり文化の現状実態に関する研究 
―観光資源とした無形文化遺産の保護に関する日中比較―▲

誰が人を救済するか ―『老子想爾注』における「救済」の問題―▲

川崎フロンターレの社会貢献活動に見る社会的連帯経済  
―日本のプロサッカークラブと公共性―▲

現代日本の仏教において社会倫理的な要素が形成された要因に関する考察  
―仏教信仰における個人の内面に焦点をあて―

「文化」領域研究コース

▲

ATTRACTIONS OF BECKY AND DENG RONG FROM A POST-FEMINIST 
PERSPECTIVE▲

「黄瀛の詩集『瑞枝』の考察」▲

森鷗外における死生観の考察 ―安楽死・殉死・戦争文学を中心に―▲

映画からみる人権意識 ―日本とアメリカにおける死刑制度をめぐって―▲

日中における伝統的話芸の現状と課題 ―落語と相声の比較研究―▲

マイクロブログを介したコミュニケーションの日中比較  
―TwitterとWeiboにおけるポライトネス表現を中心に―▲

フランス本国と植民地間の食文化形成▲

「中間地帯」概念の理論的分析 ―一つの革命理論として―▲

言語行動からみる中国のゲイ・アイデンティティ▲

日中新聞の比較 ―2001年の教科書問題をめぐって分析―▲

東松照明における眼差しにとっての戦後・沖縄・アメリカナイゼーション▲

『わがユダヤ・ドイツ・ポーランド　マルセル・ライヒ＝ラニツキ自伝』における 
ホロコーストとの向き合い方▲

下北沢を中心とした盛り場の変容についての研究▲

中国現代史に対する芸術的省察 ―『活きる』を中心に―▲

２．５次元作品におけるデータベース消費 ―『刀剣乱舞』シリーズを例として―▲

イギリス領香港政庁の教育政策 ―1950～70年代の教育改革・言語政策を中心に―

「平和・環境」領域研究コース

▲

尾崎秀実の思想的前史 ―上海時代での人間関係を中心に―▲

南シナ海を巡る米中対立とフィリピン、ベトナム▲

中ソ関係とソ連の対新疆援助1945-1954 ―ソ連の対新疆石油産業援助を例として―▲

山形国際ドキュメンタリー映画祭の創立までの思想継承の道筋 ―集団性と小川紳介―▲

植民地時代の教育政策から見る香港の公民教育  
―香港人アイデンティティーをめぐって―

▲

中国の対日外交政策決定に関する研究 ―日ソ・シベリア共同開発をめぐる対ソ戦略―▲

中国共産党の「革命」理論と実践：1935-1950▲

Going Beyond Japanese Settler Colonialism: Japanese American Women’s 
Activism in the Land-Use Conflict over Mauna a Wãkea, Hawai‘i　
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　人生百年の時代に生きている私たちは、やや長い人生の
中で何が重要なのかという問題に直面しています。この問
題を解決すれば、幸せな人生を送ることが可能ではないか
と考えます。しかも、じっくり、ゆっくり考えないと、その
問題の答えを見つけることが非常に難しいと思います。教
養デザイン研究科はちょうどこのような人生を自由にデ
ザインし、教養を身につける場所です。
　私は本間先生のもとで、20世紀初期の新聞紙をレンズと
して東洋と西洋を結びつける近代化、とくに中国の近代化
問題を研究しています。また、東洋の諸伝統思想を通じて、
東洋の近代化を再評価する研究も進んでいます。
　私の研究テーマは容易ではないので、大学の支援が必要
です。大学は時間的支援に加え、経済的支援制度やTA制度

も提供しています。また、研究に必須となる図書館の蔵書や
データベースも充実しています。院生用の共同研究室では、
じっくりと自分の研究と向き合うこともできます。研究室
には歴代の院生の努力で収蔵された本も豊富で、本研究科
の研究分野の幅広さを覗くことも可能です。

実体験に想像力を織り交ぜて、自分らしさを呼び出す

学際的研究にようこそ

何 茜穎
HO Chien Ying

教養デザイン専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 帥
ZHANG Shuai

教養デザイン専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士前期課程

博士後期課程

修了生からのメッセージ

Master’s Program
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　私は、日本と中国で放送したテレビCMに含まれる文化
的な要素の異同を対象とする、特に両国共通のキャラクター
をメインの研究対象として、比較文化的研究についての論
文を執筆しました。両国の相互理解に役立てることを期待
し、また、グローバル企業に対する商品宣伝について理論
的建議を提供して国際交流に少しでも貢献できればとい
う想いで、このテーマにしました。
　社会の変化や発展に伴い、一つの方法論だけでは原因を
探ることが難しい課題が現れています。総合的・学際的に
考察する教養デザイン研究科は、正にそのような問題に対
する解決策を提供する場です。私の研究には多領域の知識
が関わっていますが、研究科の先生方の講義や指導を通し
て、さまざまな専門分野が相互に関連する研究方法を学ぶ

ことができるのは、とても有益なことでした。また、助手や
RA、TAなどの制度があり、研究生活に重要な経済的支援に
なり、より多くの時間を論文に割くことも可能です。多角
的視点から研究活動に取り組んでみたいという方は、教養
デザイン研究科にぜひトライしてください。

 師事していた教員は？

加藤徹先生はいつも非常に丁寧で優しくて、講義が面白く、各
授業で得られる知識量も豊富で、私の研究に新しいアイデアを生
み出すのは先生のおかげです。研究を進めるにあたり、終始熱心
なご指導を頂きました。また、ゼミがフレンドリーな雰囲気で、留
学生の私にとっては、勉強に関する意見交換がしやすい場所でも
ありました。

　私は大学院でサッカーＪリーグの地域・社会貢献活動に
ついて研究しています。大学の卒業論文ではＪリーグの集
客要因に関して執筆しましたが､マーケティングの観点だ
けでなく、社会的な観点からも研究してみたいと考え､進
学を志望しました。
　教養デザイン研究科には「思想」、「文化」、「平和・環境」の
３つのコースがあり､様々な専門分野の先生の授業を履修
できます｡授業ではディスカッションすることが多く､学
生が積極的に参加し､意見や考えを発信できる環境が整っ
ています｡先生や他の学生と意見交換をする中で多様な考
え方が登場するため､自分にはなかった新しい価値観や視
点を学ぶ貴重な機会になっています。
　また､多くの留学生が在籍しており､異文化交流するこ

とができます｡私は進学前は留学生と交流する機会がなかっ
たので､日本とは異なる文化や生活､価値観を知り理解を
深める有意義な機会となっています｡
　大学院は多くの知識や考え方を学び､自分を成長させる
ことができる場所だと思いますので、進学に興味がある人
はぜひ検討してみてください。

 加藤 徹 教授

　大学では社会学と地域デザインを専攻し、国と自治体に
おける経済的、教育的資源の役割について関心を持ちまし
た。心に抱く「疑問」への答えを見つけるために、大学院へ
の進学を決めました。在学中は、都市出身の映画監督と地
方周辺大衆の交流過程という視点で、アジア的なアイデン
ティティをモチーフとした山形国際ドキュメンタリー映
画祭の創立までの歴史を研究していました。
　留学生が多数在籍する中で、異なる価値観を交わしなが
ら討論できることが本研究科の強みです。読書と生活体験
の積み重ねを重視する指導教員の教育方針も、研究を進め
る上で物事を見る視野を広げ、人生においても大変役に立
ちました。在学中、研究科の先生方からいただいた貴重な
経験と人脈を、今後自分自身の糧にして活用していきたい

と考えています。
　論文とは、自身の悩みや困難と向き合い、これまで得た
ものに対する感謝の思いを込めて制作した「芸術品」であ
ると思います。大学院への進学をご希望されている方は、
自分の唯一無二のアイデアがどのようなものを創出する
のか、今からぜひ楽しみにしていただきたいと思います。

教員情報　P.151
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 丸川 哲史 教授 師事していた教員は？

丸川ゼミの強みは、出身分野の異なる学生たちが自由に意見し
合えることです。主に20世紀の東アジアにおける思想と文学を学
び、映像資料を併用して時代背景に対する認識を深めます。先生
ご自身は日本や中国大陸における文学の研究から、映画、版画、写
真とお芝居など芸術関連の研究にも注力し、多彩な研究室です。

 釜崎 太 教授 師事している教員は？

先生の研究分野は身体教育論､ドイツスポーツ研究ですが､学
生の興味や関心を尊重し､研究のサポートをしてくれます｡先生
は学生と積極的にコミュニケーションを取り､ひとりひとりに寄
り添った丁寧な指導をしてくださるので､安心して研究に取り組
むことができます。

教員情報　P.150

 本間 次彦 教授 師事している教員は？

本間先生は中国前近代思想史研究を始めとして、多角的視点か
ら東洋の思想・歴史を捉えようとアプローチなさっており、院生
の研究志望に応じ、儒教と道教以外にも、近代メディア史やジェ
ンダー史のご指導も賜っています。毎学期、違う分野での読書会
が行われ、常に新しい知識と学びを得ることのできる貴重な時間
を過ごしています。

教養デザイン研究科 Graduate School of Humanit ies

2020～2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（学術） 伊賀越物・又右衛門物の研究 ―歌舞伎『伊賀越道中双六』を軸にして― 2018年度
博士（学術） 夏目漱石の漢詩研究 ―連作と「断面的文学」という視点から― 2018年度
博士（学術） 行動する知識人・橘樸 ―大正生命主義と中国経験― 2019年度
博士（学術） 谷川雁の反定型音響 ―「工作者」のダイナミズムについて― 2020年度
博士（学術） アンヌ・エベールのケベック ―視線の舞台から風景へ― 2020年度
博士（学術） 日本と中国のテレビCMの広告表現における共通要素の研究 ―比較文化論の観点から― 2021年度
博士（学術） 日本語オノマトペの仏語訳研究 ―宮澤賢治童話を資料として― 2021年度

近年の博士学位授与

「思想」領域研究コース

▲

パースペクティブと知覚との関係について ─マクルーハンのメディア論に基づく─▲

戦後日本の純潔教育に見るセクシュアリティの変容と生権力 
─性教育のなかの処女と童貞をめぐる言説─▲

『抱朴子』における「命」の思想的研究▲

チャイナタウンの言語景観における華人移民言語の現れ方  
─横浜・池袋・西川口・大阪島之内チャイナタウンを比較して▲

改革開放時期以降における広州食文化の変容─北京路を中心に─▲

東京における在日華人カトリック共同体 ─カトリック上野教会を中心に─▲

記紀におけるアメノヒボコ伝承の意義▲

中華民国初期の北京とある旧旗人作家の日常 ―蔡友梅の描いた北京―▲

ドイツにおける教員養成改革の動向と反省的実践家  
―カッセル大学PRONETプロジェクトにおける教科スポーツの取り組みを中心に―▲

能登半島珠洲市と海南島儋州市における伝統的な塩づくり文化の現状実態に関する研究 
―観光資源とした無形文化遺産の保護に関する日中比較―▲

誰が人を救済するか ―『老子想爾注』における「救済」の問題―▲

川崎フロンターレの社会貢献活動に見る社会的連帯経済  
―日本のプロサッカークラブと公共性―▲

現代日本の仏教において社会倫理的な要素が形成された要因に関する考察  
―仏教信仰における個人の内面に焦点をあて―

「文化」領域研究コース

▲

ATTRACTIONS OF BECKY AND DENG RONG FROM A POST-FEMINIST 
PERSPECTIVE▲

「黄瀛の詩集『瑞枝』の考察」▲

森鷗外における死生観の考察 ―安楽死・殉死・戦争文学を中心に―▲

映画からみる人権意識 ―日本とアメリカにおける死刑制度をめぐって―▲

日中における伝統的話芸の現状と課題 ―落語と相声の比較研究―▲

マイクロブログを介したコミュニケーションの日中比較  
―TwitterとWeiboにおけるポライトネス表現を中心に―▲

フランス本国と植民地間の食文化形成▲

「中間地帯」概念の理論的分析 ―一つの革命理論として―▲

言語行動からみる中国のゲイ・アイデンティティ▲

日中新聞の比較 ―2001年の教科書問題をめぐって分析―▲

東松照明における眼差しにとっての戦後・沖縄・アメリカナイゼーション▲

『わがユダヤ・ドイツ・ポーランド　マルセル・ライヒ＝ラニツキ自伝』における 
ホロコーストとの向き合い方▲

下北沢を中心とした盛り場の変容についての研究▲

中国現代史に対する芸術的省察 ―『活きる』を中心に―▲

２．５次元作品におけるデータベース消費 ―『刀剣乱舞』シリーズを例として―▲

イギリス領香港政庁の教育政策 ―1950～70年代の教育改革・言語政策を中心に―

「平和・環境」領域研究コース

▲

尾崎秀実の思想的前史 ―上海時代での人間関係を中心に―▲

南シナ海を巡る米中対立とフィリピン、ベトナム▲

中ソ関係とソ連の対新疆援助1945-1954 ―ソ連の対新疆石油産業援助を例として―▲

山形国際ドキュメンタリー映画祭の創立までの思想継承の道筋 ―集団性と小川紳介―▲

植民地時代の教育政策から見る香港の公民教育  
―香港人アイデンティティーをめぐって―

▲

中国の対日外交政策決定に関する研究 ―日ソ・シベリア共同開発をめぐる対ソ戦略―▲

中国共産党の「革命」理論と実践：1935-1950▲

Going Beyond Japanese Settler Colonialism: Japanese American Women’s 
Activism in the Land-Use Conflict over Mauna a Wãkea, Hawai‘i　
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人生を自由にデザインし、教養を身につける

武村 悠司
TAKEMURA Yuji

教養デザイン専攻
博士前期課程2年

高 暢
GAO Chang

教養デザイン専攻
博士後期課程2年 

博士前期課程

博士後期課程

院生からのメッセージ

Master’s Program

Doctoral Program
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　人生百年の時代に生きている私たちは、やや長い人生の
中で何が重要なのかという問題に直面しています。この問
題を解決すれば、幸せな人生を送ることが可能ではないか
と考えます。しかも、じっくり、ゆっくり考えないと、その
問題の答えを見つけることが非常に難しいと思います。教
養デザイン研究科はちょうどこのような人生を自由にデ
ザインし、教養を身につける場所です。
　私は本間先生のもとで、20世紀初期の新聞紙をレンズと
して東洋と西洋を結びつける近代化、とくに中国の近代化
問題を研究しています。また、東洋の諸伝統思想を通じて、
東洋の近代化を再評価する研究も進んでいます。
　私の研究テーマは容易ではないので、大学の支援が必要
です。大学は時間的支援に加え、経済的支援制度やTA制度

も提供しています。また、研究に必須となる図書館の蔵書や
データベースも充実しています。院生用の共同研究室では、
じっくりと自分の研究と向き合うこともできます。研究室
には歴代の院生の努力で収蔵された本も豊富で、本研究科
の研究分野の幅広さを覗くことも可能です。

実体験に想像力を織り交ぜて、自分らしさを呼び出す

学際的研究にようこそ

何 茜穎
HO Chien Ying

教養デザイン専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 帥
ZHANG Shuai

教養デザイン専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士前期課程

博士後期課程

修了生からのメッセージ

Master’s Program

Doctoral Program

　私は、日本と中国で放送したテレビCMに含まれる文化
的な要素の異同を対象とする、特に両国共通のキャラクター
をメインの研究対象として、比較文化的研究についての論
文を執筆しました。両国の相互理解に役立てることを期待
し、また、グローバル企業に対する商品宣伝について理論
的建議を提供して国際交流に少しでも貢献できればとい
う想いで、このテーマにしました。
　社会の変化や発展に伴い、一つの方法論だけでは原因を
探ることが難しい課題が現れています。総合的・学際的に
考察する教養デザイン研究科は、正にそのような問題に対
する解決策を提供する場です。私の研究には多領域の知識
が関わっていますが、研究科の先生方の講義や指導を通し
て、さまざまな専門分野が相互に関連する研究方法を学ぶ

ことができるのは、とても有益なことでした。また、助手や
RA、TAなどの制度があり、研究生活に重要な経済的支援に
なり、より多くの時間を論文に割くことも可能です。多角
的視点から研究活動に取り組んでみたいという方は、教養
デザイン研究科にぜひトライしてください。

 師事していた教員は？

加藤徹先生はいつも非常に丁寧で優しくて、講義が面白く、各
授業で得られる知識量も豊富で、私の研究に新しいアイデアを生
み出すのは先生のおかげです。研究を進めるにあたり、終始熱心
なご指導を頂きました。また、ゼミがフレンドリーな雰囲気で、留
学生の私にとっては、勉強に関する意見交換がしやすい場所でも
ありました。

　私は大学院でサッカーＪリーグの地域・社会貢献活動に
ついて研究しています。大学の卒業論文ではＪリーグの集
客要因に関して執筆しましたが､マーケティングの観点だ
けでなく、社会的な観点からも研究してみたいと考え､進
学を志望しました。
　教養デザイン研究科には「思想」、「文化」、「平和・環境」の
３つのコースがあり､様々な専門分野の先生の授業を履修
できます｡授業ではディスカッションすることが多く､学
生が積極的に参加し､意見や考えを発信できる環境が整っ
ています｡先生や他の学生と意見交換をする中で多様な考
え方が登場するため､自分にはなかった新しい価値観や視
点を学ぶ貴重な機会になっています。
　また､多くの留学生が在籍しており､異文化交流するこ

とができます｡私は進学前は留学生と交流する機会がなかっ
たので､日本とは異なる文化や生活､価値観を知り理解を
深める有意義な機会となっています｡
　大学院は多くの知識や考え方を学び､自分を成長させる
ことができる場所だと思いますので、進学に興味がある人
はぜひ検討してみてください。

 加藤 徹 教授

　大学では社会学と地域デザインを専攻し、国と自治体に
おける経済的、教育的資源の役割について関心を持ちまし
た。心に抱く「疑問」への答えを見つけるために、大学院へ
の進学を決めました。在学中は、都市出身の映画監督と地
方周辺大衆の交流過程という視点で、アジア的なアイデン
ティティをモチーフとした山形国際ドキュメンタリー映
画祭の創立までの歴史を研究していました。
　留学生が多数在籍する中で、異なる価値観を交わしなが
ら討論できることが本研究科の強みです。読書と生活体験
の積み重ねを重視する指導教員の教育方針も、研究を進め
る上で物事を見る視野を広げ、人生においても大変役に立
ちました。在学中、研究科の先生方からいただいた貴重な
経験と人脈を、今後自分自身の糧にして活用していきたい

と考えています。
　論文とは、自身の悩みや困難と向き合い、これまで得た
ものに対する感謝の思いを込めて制作した「芸術品」であ
ると思います。大学院への進学をご希望されている方は、
自分の唯一無二のアイデアがどのようなものを創出する
のか、今からぜひ楽しみにしていただきたいと思います。
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 丸川 哲史 教授 師事していた教員は？

丸川ゼミの強みは、出身分野の異なる学生たちが自由に意見し
合えることです。主に20世紀の東アジアにおける思想と文学を学
び、映像資料を併用して時代背景に対する認識を深めます。先生
ご自身は日本や中国大陸における文学の研究から、映画、版画、写
真とお芝居など芸術関連の研究にも注力し、多彩な研究室です。

 釜崎 太 教授 師事している教員は？

先生の研究分野は身体教育論､ドイツスポーツ研究ですが､学
生の興味や関心を尊重し､研究のサポートをしてくれます｡先生
は学生と積極的にコミュニケーションを取り､ひとりひとりに寄
り添った丁寧な指導をしてくださるので､安心して研究に取り組
むことができます。

教員情報　P.150

 本間 次彦 教授 師事している教員は？

本間先生は中国前近代思想史研究を始めとして、多角的視点か
ら東洋の思想・歴史を捉えようとアプローチなさっており、院生
の研究志望に応じ、儒教と道教以外にも、近代メディア史やジェ
ンダー史のご指導も賜っています。毎学期、違う分野での読書会
が行われ、常に新しい知識と学びを得ることのできる貴重な時間
を過ごしています。

教養デザイン研究科 Graduate School of Humanit ies

2020～2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（学術） 伊賀越物・又右衛門物の研究 ―歌舞伎『伊賀越道中双六』を軸にして― 2018年度
博士（学術） 夏目漱石の漢詩研究 ―連作と「断面的文学」という視点から― 2018年度
博士（学術） 行動する知識人・橘樸 ―大正生命主義と中国経験― 2019年度
博士（学術） 谷川雁の反定型音響 ―「工作者」のダイナミズムについて― 2020年度
博士（学術） アンヌ・エベールのケベック ―視線の舞台から風景へ― 2020年度
博士（学術） 日本と中国のテレビCMの広告表現における共通要素の研究 ―比較文化論の観点から― 2021年度
博士（学術） 日本語オノマトペの仏語訳研究 ―宮澤賢治童話を資料として― 2021年度

近年の博士学位授与

「思想」領域研究コース

▲

パースペクティブと知覚との関係について ─マクルーハンのメディア論に基づく─▲

戦後日本の純潔教育に見るセクシュアリティの変容と生権力 
─性教育のなかの処女と童貞をめぐる言説─▲

『抱朴子』における「命」の思想的研究▲

チャイナタウンの言語景観における華人移民言語の現れ方  
─横浜・池袋・西川口・大阪島之内チャイナタウンを比較して▲

改革開放時期以降における広州食文化の変容─北京路を中心に─▲

東京における在日華人カトリック共同体 ─カトリック上野教会を中心に─▲

記紀におけるアメノヒボコ伝承の意義▲

中華民国初期の北京とある旧旗人作家の日常 ―蔡友梅の描いた北京―▲

ドイツにおける教員養成改革の動向と反省的実践家  
―カッセル大学PRONETプロジェクトにおける教科スポーツの取り組みを中心に―▲

能登半島珠洲市と海南島儋州市における伝統的な塩づくり文化の現状実態に関する研究 
―観光資源とした無形文化遺産の保護に関する日中比較―▲

誰が人を救済するか ―『老子想爾注』における「救済」の問題―▲

川崎フロンターレの社会貢献活動に見る社会的連帯経済  
―日本のプロサッカークラブと公共性―▲

現代日本の仏教において社会倫理的な要素が形成された要因に関する考察  
―仏教信仰における個人の内面に焦点をあて―

「文化」領域研究コース

▲

ATTRACTIONS OF BECKY AND DENG RONG FROM A POST-FEMINIST 
PERSPECTIVE▲

「黄瀛の詩集『瑞枝』の考察」▲

森鷗外における死生観の考察 ―安楽死・殉死・戦争文学を中心に―▲

映画からみる人権意識 ―日本とアメリカにおける死刑制度をめぐって―▲

日中における伝統的話芸の現状と課題 ―落語と相声の比較研究―▲

マイクロブログを介したコミュニケーションの日中比較  
―TwitterとWeiboにおけるポライトネス表現を中心に―▲

フランス本国と植民地間の食文化形成▲

「中間地帯」概念の理論的分析 ―一つの革命理論として―▲

言語行動からみる中国のゲイ・アイデンティティ▲

日中新聞の比較 ―2001年の教科書問題をめぐって分析―▲

東松照明における眼差しにとっての戦後・沖縄・アメリカナイゼーション▲

『わがユダヤ・ドイツ・ポーランド　マルセル・ライヒ＝ラニツキ自伝』における 
ホロコーストとの向き合い方▲

下北沢を中心とした盛り場の変容についての研究▲

中国現代史に対する芸術的省察 ―『活きる』を中心に―▲

２．５次元作品におけるデータベース消費 ―『刀剣乱舞』シリーズを例として―▲

イギリス領香港政庁の教育政策 ―1950～70年代の教育改革・言語政策を中心に―

「平和・環境」領域研究コース

▲

尾崎秀実の思想的前史 ―上海時代での人間関係を中心に―▲

南シナ海を巡る米中対立とフィリピン、ベトナム▲

中ソ関係とソ連の対新疆援助1945-1954 ―ソ連の対新疆石油産業援助を例として―▲

山形国際ドキュメンタリー映画祭の創立までの思想継承の道筋 ―集団性と小川紳介―▲

植民地時代の教育政策から見る香港の公民教育  
―香港人アイデンティティーをめぐって―

▲

中国の対日外交政策決定に関する研究 ―日ソ・シベリア共同開発をめぐる対ソ戦略―▲

中国共産党の「革命」理論と実践：1935-1950▲

Going Beyond Japanese Settler Colonialism: Japanese American Women’s 
Activism in the Land-Use Conflict over Mauna a Wãkea, Hawai‘i　
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教員一覧

1「思想」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

2「文化」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

神田 正行
KANDA  Masayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本近世文学（散文）

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】文化理論
研究演習／文化理論研究特論　【研究テーマ】日本における中
国通俗小説の受容　【主な著書・論文】『馬琴と書物　─伝奇
世界の基底─』（八木書店・2011年）／『馬琴書翰集成』全7冊
（八木書店・2002～04年）／「曲亭馬琴『漢楚賽擬選軍談』翻刻」
（明治大学教養論集539～561・2019～22年）／「「長禄江戸
図」と馬琴の地理考証」（『好古趣味の歴史』文学通信・2020年）

加藤 徹
KATO  Toru

教授
研究
分野 中国伝統演劇（京劇）／中国文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅱ／研究論文指導／地域文化特別
研究　【研究テーマ】中国の文化を、日本社会との比較という視
点もふまえつつ研究　【主な著書・論文】『京劇』（中公叢書・
2001年）／『貝と羊の中国人』（新潮新書・2006年）

伊藤 剣
ITO  Ken

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本古典文学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究演習／思想史領域研究特論Ⅲ　【研究テーマ】文学研究
の立場から見た日本古代の神話の研究　【主な著書・論文】『日
本上代の神話伝承』（新典社・2010年）／「平安時代前期の『先
代旧事本紀』の受容状況」（『上代文学』125・2020年）／「律令
官人出雲臣広島の風土記編纂意識」（『国語と国文学』99-4・
2022年）

西川 和孝
NISHIKAWA  Kazutaka

博士（史学）
准教授

研究
分野 中国西南地域の社会経済史

【最終学歴】中央大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
特論Ⅴ　【研究テーマ】雲南省における漢族移民の歴史　【主
な著書・論文】『雲南中華世界の膨張―プーアル茶と鉱山開発
にみる移住戦略』、西川和孝（単著）、慶友社、2015年4月／「雲
南産アヘンの輸出と歴史的意義について―1912年から1935
年まで―」西川和孝　明治大学教養論集（明治大学教養論集
刊行会）　559巻　pp.45-79. 2021年12月

澤井 和彦
SAWAI  Kazuhiko

博士（教育学）
准教授

研究
分野

スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、スポーツの社
会的インパクト、アスリートのキャリアトランジション、eスポーツ、スポーツ共創

【最終学歴】東京大学大学院教育学研究科博士課程　【担当授
業科目】思想領域研究演習、思想領域研究特論Ⅵ　【研究テー
マ】スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、
大学スポーツ、スポーツの社会的インパクト、アスリートのキャリ
アトランジション、eスポーツ、スポーツ共創　【主な著書・論文】「e
スポーツが”スポーツ”に問うもの」体育の科学、69（1）、杏林書
院、2019／「スポーツリーグのマネジメント」（「スポーツマネジメ
ント」）大修館書店、2015／「日本型企業スポーツの制度と制度
移行の課題に関する研究」スポーツ産業学研究、21（2）、2011

嶋田 直哉
SHIMADA  Naoya

博士（文学）
教授

研究
分野 日本近代文学／日本現代演劇研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／地域文化研究特論　【研究テーマ】永井荷風研究／日
本現代演劇研究　【主な著書・論文】『荷風と玉の井－「ぬけら
れます」の修辞学』（論創社、2019年5月）／「輻輳化する風景
――永井荷風の文体戦略（「明治大学教養論集」第532号、
2018年3月）／「記憶の遠近法――井上ひさし『父と暮せば』を
観ること」（「日本近代文学」第94集、2016年5月）／「永井荷風
の「復活」――『つゆのあとさき』を読む」（隔月間「文学」第10巻
第2号、2009年3月）

山岸 智子
YAMAGISHI  Tomoko

博士（学術）
教授

研究
分野 イラン地域研究／文化論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論／地域文化研究演習　【研究テーマ】イスラームとグローバ
ル化の諸問題、イメージとイデオロギーの関連性、など　【主な
著書・論文 】“Can Japan embrace a Muslim Public? A 
study on responses to newcomer Muslims,” K.Ohtsuka 
& D. F. Eickelman eds., Crossing Boundaries; Gender, 
the Public, and the Private in Contemporary Muslim 
Societies,Tokyo,ILCAA,2008.／『現代イランの社会と政治』
2018年

瀧口 美香
TAKIGUCHI  Mika

Ph.D.
准教授

研究
分野

ビザンティン美術史／
キリスト教図像学

【最終学歴】ロンドン大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究特論Ⅳ　【研究テーマ】ビザンティン写本挿絵／初期キリ
スト教聖堂舗床モザイク／ビザンティン聖堂フレスコ壁画　【主
な著書・論文】『キリスト教美術史　東方正教会とカトリックの
二大潮流』（中央公論新社・2022年）／『初期キリスト教・ビザ
ンティン図像学研究』（創元社・2018年）／『ビザンティン四福
音書写本挿絵の研究』（創元社・2012年）／“The Mosaic 
Decoration of the Monreale Cathedral,” L. Cleaver, et 
al., eds., Illuminating the Middle Ages (Brill, 2020).

田中 ひかる
TANAKA  Hikaru

博士（社会学）
教授

研究
分野

社会思想史／社会運動史／ドイツ近
現代史／アナーキズム史／移民史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅵ　【研究テーマ】国境を越える
人々がつくりだす思想と社会運動の研究　【主な著書・論文】田
中ひかる編『アナキズムを読む　＜自由＞を生きるためのブック
ガイド』皓星社、2021年／田中ひかる「ロシア革命とロシア人
アナーキスト亡命者たちの思想変容」『近代ヨーロッパと人の
移動―植民地・労働・家族・強制』山川出版社、2020年、164-
186頁／田中ひかる編著『社会運動のグローバル・ヒストリー
─共鳴する人と思想』ミネルヴァ書房、2018年

岩野 卓司
IWANO  Takuji

Ph.D.
教授

研究
分野

哲学／思想史／日本思想／
暴力の系譜学／言語と政治

【最終学歴】東京大学大学院／パリ第4大学大学院　【担当授
業科目】思想領域研究演習／思想領域研究特論Ⅰ／研究論文
指導／思想領域特別研究　【研究テーマ】思想史における暴力
の解釈／共同体と共同性の研究／哲学・宗教・人類学における
贈与論／日本思想史　【主な著書・論文】『贈与の哲学－ジャン
＝リュック・マリオンの思想』（明治大学出版・2014年）／『共に
あることの哲学』（書肆心水・2016年）／『共にあることの哲学
と現実』（書肆心水・2017年）／『贈与論』（青土社・2019年）

虎岩 直子
TORAIWA  Naoko

Ph.D.
教授

研究
分野

現代アイルランド文学／
イギリス諸島とカナダの文化

【最終学歴】東京大学大学院／Sussex University　【担当授
業科目】地域文化研究演習／研究論文指導　【研究テーマ】現
代アイルランド社会と文学／トランスレーション論／パブリック・
アート　【主な著書・論文】『近・現代的想像力に見られるアイル
ランド気質』（共著・渓水社）／『アイルランド・ケルト文化を学ぶ
人のために』（共著・世界思想社）

井上 善幸
INOUE  Yoshiyuki

教授
研究
分野

ヨーロッパ文学と思想／視覚芸術
／サミュエル・ベケット／西洋精神史

【最終学歴】関西大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モダニズム文
学／ヨーロッパ精神史　【主な著書・論文】［共著］『サミュエル・
ベケットと批評の遠近法』（未知谷・2016年）／Beckett and 
Animals. Cambridge University Press, 2013.／［単著］「ボ
ルヘスの記憶術」『明治大学教養論集』通巻562号 . Sept., 
2022, 53-81. ／ Beckett’s Mental Cartography in Le 
Dépeupleur and Company. Samuel Beckett Today / 
Aujourd’hui 29. Brill, 2017.

斎藤 英治
SAITO  Eiji

教授
研究
分野

現代アメリカ文学および
アメリカ映画史

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／文化理論研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テーマ】
Ｄ．Ｗ．グリフィスの映画から現代アメリカ文学まで、アメリカ文
化の魅力と特質を研究　【主な著書・論文】The Sound of 
Silent Films : Griffith’s Innovations on Sound in Home, 
Sweet Home／「『風』とそのハッピーエンドに関する覚え書き」
（『明治大学教養論集第445号』・2009年）

中村 和恵
NAKAMURA  Kazue

教授
研究
分野 比較文学・比較文化／英語圏文学

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論Ⅰ　【研究テーマ】旧英領植民地を中心とする非西洋圏の文
化・文学の比較研究、少数者の目に関心がある　【主な著書・論
文】『つきまとう故郷―トランス・ナショナルな英語文学とネイショ
ンの問題』（「岩波講座文学13」・2003年）／『帝国を飼いならせ』
（「早稲田文学」1996-2000年）／『世界中のアフリカへ行こう』
（共著・編集者・岩波書店・2009年）／『地上の飯』（平凡社・
2012年）／『日本語に生まれて』（岩波書店・2013年）

広沢 絵里子
HIROSAWA  Eriko

教授
研究
分野 ドイツ文学／自伝研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／文化理論研究特論Ⅴ／研究論文指導　【研究テーマ】
精神分析と自伝／ドイツ語圏の文化　【主な著書・論文】ゲルマ
ニスティネンの会・光末紀子他編『ドイツ文化を担った女性た
ちーその活躍の軌跡』（共著・鳥影社・2008年）／広沢絵里子・
M.マンデラルツ編『Auto-/Biographie: Erzähltes Selbst, 
erinnerte Bilder』（共編著・日本独文学会・2010年）

釜崎 太
KAMASAKI  Futoshi

博士（教育学）
教授

研究
分野 身体教育論／ドイツスポーツ研究

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
演習／思想領域研究特論Ⅳ／研究論文指導　【研究テーマ】
市民社会とプロスポーツ及びスポーツクラブの関係／メディア・
身体を中心としたスポーツ研究　【主な著書・論文】「ドイツの
市民社会とブンデスリーガー共的セクターとしての非営利法人
の機能―」（スポーツ社会学研究．29-2号．2021年）／「ギラヴァ
ンツ北九州の社会貢献活動に見る共的セクターの役割と課題」
（年報体育社会学．3号．2022年）

佐久間 寛
SAKUMA  Yutaka

博士（学術）
准教授

研究
分野 文化人類学／アフリカ地域研究

【最終学歴】東京外国語大学大学院　【担当授業科目】地域文
化研究演習／文化論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】負債をめぐる
民族誌学的研究、フランス語圏アフリカの文化研究　【主な著
書・ 論 文 】Index de Présence Africaine par auteurs 
(1947-2016), Présence Africaine, 2021.／『ガーロコイレ：
ニジェール西部農村社会をめぐるモラルと叛乱の民族誌』平凡
社、2013年

鈴木 哲也
SUZUKI  Tetsuya

教授
研究
分野 言語社会学

【最終学歴】英国リーズ大学大学院　【担当授業科目】文化理
論研究演習／言語文化研究特論Ⅰ／研究論文指導／言語文
化特別研究　【研究テーマ】コミュニケーション・テクノロジー
の発達と社会構造の変化の相関性　【主な著書・論文】『ケルト  
口承文化の水脈』（共著・中央大学出版部・2006年）

本間 次彦
HONMA  Tsugihiko

教授
研究
分野 中国前近代思想

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テー
マ】帝政後期中国の思想状況に対する多角的分析（文学・宗教
なども含む）　【主な著書・論文】『コスモロギア――天・化・時』
『人ならぬもの――鬼・禽獣・石』（「シリーズ・キーワードで読む
中国古典」①②・共著・法政大学出版局・2015年）／B．A．エル
マン『哲学から文献学へ――後期帝政中国における社会と知の
変動』（共訳・知泉書館・2014年）

池田 功
IKEDA  Isao

博士（文学）
教授

研究
分野

日本近代における
文学と文化及び社会

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅰ／研究論文指導　【研究テーマ】日
本近代の文芸研究／病と人間の文化研究／死生観の研究／
石川啄木研究　【主な著書・論文】『啄木　新しき明日の考察』
（新日本出版社・2012年）／『啄木日記を読む』（新日本出版社・
2011年）／『新版　こころの病の文化史』（おうふう・2008年）／
『石川啄木　その散文と思想』（世界思想社・2008年）／『石川
啄木　国際性への視座』（おうふう・2006年）

畑中 基紀
HATANAKA  Motoki

教授
研究
分野 近代日本文学・表現論

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】文化理論研
究演習／文化理論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】物語芸術におけ
るリアリティの構造　【主な著書・論文】｢『日日平安』から『日々
平安』へ　ー原作小説からシナリオへの改変過程ー｣（『明治大
学教養論集』）／「縁談の文体論－『細雪』における〈うわさ〉に
よる縁談のストーリー形成について」（『文体論研究』）

丸川 哲史
MARUKAWA  Tetsushi

博士（学術）
教授

研究
分野 東アジア思想・文化論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／言語文化研究特論Ⅲ／研究論文指導　【研究テーマ】
20世紀文化と知識人　【主な著書・論文】『台湾における脱植
民地化と祖国化から』（明石書店・2007年）／『思想課題として
の現代中国』（平凡社・2013年）／『魯迅出門』（インスクリプト・
2014年）／『冷戦文化論（改訂版）』（論創社・2020年）<以下
翻訳書>温鉄軍『中国にとって農業・農村問題とは何か』（作品
社・2010年）／汪暉『世界史のなかの東アジア―台湾・朝鮮・日
本』（青土社・2015年）／羅永生『誰も知らない香港現代思想史』
（共和国・2015年）
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1「 思想」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

2「文化」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

神田 正行
KANDA  Masayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本近世文学（散文）

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】文化理論
研究演習／文化理論研究特論　【研究テーマ】日本における中
国通俗小説の受容　【主な著書・論文】『馬琴と書物　─伝奇
世界の基底─』（八木書店・2011年）／『馬琴書翰集成』全7冊
（八木書店・2002～04年）／「曲亭馬琴『漢楚賽擬選軍談』翻刻」
（明治大学教養論集539～561・2019～22年）／「「長禄江戸
図」と馬琴の地理考証」（『好古趣味の歴史』文学通信・2020年）

加藤 徹
KATO  Toru

教授
研究
分野 中国伝統演劇（京劇）／中国文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅱ／研究論文指導／地域文化特別
研究　【研究テーマ】中国の文化を、日本社会との比較という視
点もふまえつつ研究　【主な著書・論文】『京劇』（中公叢書・
2001年）／『貝と羊の中国人』（新潮新書・2006年）

伊藤 剣
ITO  Ken

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本古典文学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究演習／思想史領域研究特論Ⅲ　【研究テーマ】文学研究
の立場から見た日本古代の神話の研究　【主な著書・論文】『日
本上代の神話伝承』（新典社・2010年）／「平安時代前期の『先
代旧事本紀』の受容状況」（『上代文学』125・2020年）／「律令
官人出雲臣広島の風土記編纂意識」（『国語と国文学』99-4・
2022年）

西川 和孝
NISHIKAWA  Kazutaka

博士（史学）
准教授

研究
分野 中国西南地域の社会経済史

【最終学歴】中央大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
特論Ⅴ　【研究テーマ】雲南省における漢族移民の歴史　【主
な著書・論文】『雲南中華世界の膨張―プーアル茶と鉱山開発
にみる移住戦略』、西川和孝（単著）、慶友社、2015年4月／「雲
南産アヘンの輸出と歴史的意義について―1912年から1935
年まで―」西川和孝　明治大学教養論集（明治大学教養論集
刊行会）　559巻　pp.45-79. 2021年12月

澤井 和彦
SAWAI  Kazuhiko

博士（教育学）
准教授

研究
分野

スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、スポーツの社
会的インパクト、アスリートのキャリアトランジション、eスポーツ、スポーツ共創

【最終学歴】東京大学大学院教育学研究科博士課程　【担当授
業科目】思想領域研究演習、思想領域研究特論Ⅵ　【研究テー
マ】スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、
大学スポーツ、スポーツの社会的インパクト、アスリートのキャリ
アトランジション、eスポーツ、スポーツ共創　【主な著書・論文】「e
スポーツが”スポーツ”に問うもの」体育の科学、69（1）、杏林書
院、2019／「スポーツリーグのマネジメント」（「スポーツマネジメ
ント」）大修館書店、2015／「日本型企業スポーツの制度と制度
移行の課題に関する研究」スポーツ産業学研究、21（2）、2011

嶋田 直哉
SHIMADA  Naoya

博士（文学）
教授

研究
分野 日本近代文学／日本現代演劇研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／地域文化研究特論　【研究テーマ】永井荷風研究／日
本現代演劇研究　【主な著書・論文】『荷風と玉の井－「ぬけら
れます」の修辞学』（論創社、2019年5月）／「輻輳化する風景
――永井荷風の文体戦略（「明治大学教養論集」第532号、
2018年3月）／「記憶の遠近法――井上ひさし『父と暮せば』を
観ること」（「日本近代文学」第94集、2016年5月）／「永井荷風
の「復活」――『つゆのあとさき』を読む」（隔月間「文学」第10巻
第2号、2009年3月）

山岸 智子
YAMAGISHI  Tomoko

博士（学術）
教授

研究
分野 イラン地域研究／文化論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論／地域文化研究演習　【研究テーマ】イスラームとグローバ
ル化の諸問題、イメージとイデオロギーの関連性、など　【主な
著書・論文 】“Can Japan embrace a Muslim Public? A 
study on responses to newcomer Muslims,” K.Ohtsuka 
& D. F. Eickelman eds., Crossing Boundaries; Gender, 
the Public, and the Private in Contemporary Muslim 
Societies,Tokyo,ILCAA,2008.／『現代イランの社会と政治』
2018年

瀧口 美香
TAKIGUCHI  Mika

Ph.D.
准教授

研究
分野

ビザンティン美術史／
キリスト教図像学

【最終学歴】ロンドン大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究特論Ⅳ　【研究テーマ】ビザンティン写本挿絵／初期キリ
スト教聖堂舗床モザイク／ビザンティン聖堂フレスコ壁画　【主
な著書・論文】『キリスト教美術史　東方正教会とカトリックの
二大潮流』（中央公論新社・2022年）／『初期キリスト教・ビザ
ンティン図像学研究』（創元社・2018年）／『ビザンティン四福
音書写本挿絵の研究』（創元社・2012年）／“The Mosaic 
Decoration of the Monreale Cathedral,” L. Cleaver, et 
al., eds., Illuminating the Middle Ages (Brill, 2020).

田中 ひかる
TANAKA  Hikaru

博士（社会学）
教授

研究
分野

社会思想史／社会運動史／ドイツ近
現代史／アナーキズム史／移民史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅵ　【研究テーマ】国境を越える
人々がつくりだす思想と社会運動の研究　【主な著書・論文】田
中ひかる編『アナキズムを読む　＜自由＞を生きるためのブック
ガイド』皓星社、2021年／田中ひかる「ロシア革命とロシア人
アナーキスト亡命者たちの思想変容」『近代ヨーロッパと人の
移動―植民地・労働・家族・強制』山川出版社、2020年、164-
186頁／田中ひかる編著『社会運動のグローバル・ヒストリー
─共鳴する人と思想』ミネルヴァ書房、2018年

岩野 卓司
IWANO  Takuji

Ph.D.
教授

研究
分野

哲学／思想史／日本思想／
暴力の系譜学／言語と政治

【最終学歴】東京大学大学院／パリ第4大学大学院　【担当授
業科目】思想領域研究演習／思想領域研究特論Ⅰ／研究論文
指導／思想領域特別研究　【研究テーマ】思想史における暴力
の解釈／共同体と共同性の研究／哲学・宗教・人類学における
贈与論／日本思想史　【主な著書・論文】『贈与の哲学－ジャン
＝リュック・マリオンの思想』（明治大学出版・2014年）／『共に
あることの哲学』（書肆心水・2016年）／『共にあることの哲学
と現実』（書肆心水・2017年）／『贈与論』（青土社・2019年）

虎岩 直子
TORAIWA  Naoko

Ph.D.
教授

研究
分野

現代アイルランド文学／
イギリス諸島とカナダの文化

【最終学歴】東京大学大学院／Sussex University　【担当授
業科目】地域文化研究演習／研究論文指導　【研究テーマ】現
代アイルランド社会と文学／トランスレーション論／パブリック・
アート　【主な著書・論文】『近・現代的想像力に見られるアイル
ランド気質』（共著・渓水社）／『アイルランド・ケルト文化を学ぶ
人のために』（共著・世界思想社）

井上 善幸
INOUE  Yoshiyuki

教授
研究
分野

ヨーロッパ文学と思想／視覚芸術
／サミュエル・ベケット／西洋精神史

【最終学歴】関西大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モダニズム文
学／ヨーロッパ精神史　【主な著書・論文】［共著］『サミュエル・
ベケットと批評の遠近法』（未知谷・2016年）／Beckett and 
Animals. Cambridge University Press, 2013.／［単著］「ボ
ルヘスの記憶術」『明治大学教養論集』通巻562号 . Sept., 
2022, 53-81. ／ Beckett’s Mental Cartography in Le 
Dépeupleur and Company. Samuel Beckett Today / 
Aujourd’hui 29. Brill, 2017.

斎藤 英治
SAITO  Eiji

教授
研究
分野

現代アメリカ文学および
アメリカ映画史

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／文化理論研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テーマ】
Ｄ．Ｗ．グリフィスの映画から現代アメリカ文学まで、アメリカ文
化の魅力と特質を研究　【主な著書・論文】The Sound of 
Silent Films : Griffith’s Innovations on Sound in Home, 
Sweet Home／「『風』とそのハッピーエンドに関する覚え書き」
（『明治大学教養論集第445号』・2009年）

中村 和恵
NAKAMURA  Kazue

教授
研究
分野 比較文学・比較文化／英語圏文学

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論Ⅰ　【研究テーマ】旧英領植民地を中心とする非西洋圏の文
化・文学の比較研究、少数者の目に関心がある　【主な著書・論
文】『つきまとう故郷―トランス・ナショナルな英語文学とネイショ
ンの問題』（「岩波講座文学13」・2003年）／『帝国を飼いならせ』
（「早稲田文学」1996-2000年）／『世界中のアフリカへ行こう』
（共著・編集者・岩波書店・2009年）／『地上の飯』（平凡社・
2012年）／『日本語に生まれて』（岩波書店・2013年）

広沢 絵里子
HIROSAWA  Eriko

教授
研究
分野 ドイツ文学／自伝研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／文化理論研究特論Ⅴ／研究論文指導　【研究テーマ】
精神分析と自伝／ドイツ語圏の文化　【主な著書・論文】ゲルマ
ニスティネンの会・光末紀子他編『ドイツ文化を担った女性た
ちーその活躍の軌跡』（共著・鳥影社・2008年）／広沢絵里子・
M.マンデラルツ編『Auto-/Biographie: Erzähltes Selbst, 
erinnerte Bilder』（共編著・日本独文学会・2010年）

釜崎 太
KAMASAKI  Futoshi

博士（教育学）
教授

研究
分野 身体教育論／ドイツスポーツ研究

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
演習／思想領域研究特論Ⅳ／研究論文指導　【研究テーマ】
市民社会とプロスポーツ及びスポーツクラブの関係／メディア・
身体を中心としたスポーツ研究　【主な著書・論文】「ドイツの
市民社会とブンデスリーガー共的セクターとしての非営利法人
の機能―」（スポーツ社会学研究．29-2号．2021年）／「ギラヴァ
ンツ北九州の社会貢献活動に見る共的セクターの役割と課題」
（年報体育社会学．3号．2022年）

佐久間 寛
SAKUMA  Yutaka

博士（学術）
准教授

研究
分野 文化人類学／アフリカ地域研究

【最終学歴】東京外国語大学大学院　【担当授業科目】地域文
化研究演習／文化論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】負債をめぐる
民族誌学的研究、フランス語圏アフリカの文化研究　【主な著
書・ 論 文 】Index de Présence Africaine par auteurs 
(1947-2016), Présence Africaine, 2021.／『ガーロコイレ：
ニジェール西部農村社会をめぐるモラルと叛乱の民族誌』平凡
社、2013年

鈴木 哲也
SUZUKI  Tetsuya

教授
研究
分野 言語社会学

【最終学歴】英国リーズ大学大学院　【担当授業科目】文化理
論研究演習／言語文化研究特論Ⅰ／研究論文指導／言語文
化特別研究　【研究テーマ】コミュニケーション・テクノロジー
の発達と社会構造の変化の相関性　【主な著書・論文】『ケルト  
口承文化の水脈』（共著・中央大学出版部・2006年）

本間 次彦
HONMA  Tsugihiko

教授
研究
分野 中国前近代思想

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テー
マ】帝政後期中国の思想状況に対する多角的分析（文学・宗教
なども含む）　【主な著書・論文】『コスモロギア――天・化・時』
『人ならぬもの――鬼・禽獣・石』（「シリーズ・キーワードで読む
中国古典」①②・共著・法政大学出版局・2015年）／B．A．エル
マン『哲学から文献学へ――後期帝政中国における社会と知の
変動』（共訳・知泉書館・2014年）

池田 功
IKEDA  Isao

博士（文学）
教授

研究
分野

日本近代における
文学と文化及び社会

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅰ／研究論文指導　【研究テーマ】日
本近代の文芸研究／病と人間の文化研究／死生観の研究／
石川啄木研究　【主な著書・論文】『啄木　新しき明日の考察』
（新日本出版社・2012年）／『啄木日記を読む』（新日本出版社・
2011年）／『新版　こころの病の文化史』（おうふう・2008年）／
『石川啄木　その散文と思想』（世界思想社・2008年）／『石川
啄木　国際性への視座』（おうふう・2006年）

畑中 基紀
HATANAKA  Motoki

教授
研究
分野 近代日本文学・表現論

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】文化理論研
究演習／文化理論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】物語芸術におけ
るリアリティの構造　【主な著書・論文】｢『日日平安』から『日々
平安』へ　ー原作小説からシナリオへの改変過程ー｣（『明治大
学教養論集』）／「縁談の文体論－『細雪』における〈うわさ〉に
よる縁談のストーリー形成について」（『文体論研究』）

丸川 哲史
MARUKAWA  Tetsushi

博士（学術）
教授

研究
分野 東アジア思想・文化論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／言語文化研究特論Ⅲ／研究論文指導　【研究テーマ】
20世紀文化と知識人　【主な著書・論文】『台湾における脱植
民地化と祖国化から』（明石書店・2007年）／『思想課題として
の現代中国』（平凡社・2013年）／『魯迅出門』（インスクリプト・
2014年）／『冷戦文化論（改訂版）』（論創社・2020年）<以下
翻訳書>温鉄軍『中国にとって農業・農村問題とは何か』（作品
社・2010年）／汪暉『世界史のなかの東アジア―台湾・朝鮮・日
本』（青土社・2015年）／羅永生『誰も知らない香港現代思想史』
（共和国・2015年）
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教員一覧

1「 思想」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

2「文化」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

神田 正行
KANDA  Masayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本近世文学（散文）

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】文化理論
研究演習／文化理論研究特論　【研究テーマ】日本における中
国通俗小説の受容　【主な著書・論文】『馬琴と書物　─伝奇
世界の基底─』（八木書店・2011年）／『馬琴書翰集成』全7冊
（八木書店・2002～04年）／「曲亭馬琴『漢楚賽擬選軍談』翻刻」
（明治大学教養論集539～561・2019～22年）／「「長禄江戸
図」と馬琴の地理考証」（『好古趣味の歴史』文学通信・2020年）

加藤 徹
KATO  Toru

教授
研究
分野 中国伝統演劇（京劇）／中国文化

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅱ／研究論文指導／地域文化特別
研究　【研究テーマ】中国の文化を、日本社会との比較という視
点もふまえつつ研究　【主な著書・論文】『京劇』（中公叢書・
2001年）／『貝と羊の中国人』（新潮新書・2006年）

伊藤 剣
ITO  Ken

博士（文学）
准教授

研究
分野 日本古典文学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究演習／思想史領域研究特論Ⅲ　【研究テーマ】文学研究
の立場から見た日本古代の神話の研究　【主な著書・論文】『日
本上代の神話伝承』（新典社・2010年）／「平安時代前期の『先
代旧事本紀』の受容状況」（『上代文学』125・2020年）／「律令
官人出雲臣広島の風土記編纂意識」（『国語と国文学』99-4・
2022年）

西川 和孝
NISHIKAWA  Kazutaka

博士（史学）
准教授

研究
分野 中国西南地域の社会経済史

【最終学歴】中央大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
特論Ⅴ　【研究テーマ】雲南省における漢族移民の歴史　【主
な著書・論文】『雲南中華世界の膨張―プーアル茶と鉱山開発
にみる移住戦略』、西川和孝（単著）、慶友社、2015年4月／「雲
南産アヘンの輸出と歴史的意義について―1912年から1935
年まで―」西川和孝　明治大学教養論集（明治大学教養論集
刊行会）　559巻　pp.45-79. 2021年12月

澤井 和彦
SAWAI  Kazuhiko

博士（教育学）
准教授

研究
分野

スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、スポーツの社
会的インパクト、アスリートのキャリアトランジション、eスポーツ、スポーツ共創

【最終学歴】東京大学大学院教育学研究科博士課程　【担当授
業科目】思想領域研究演習、思想領域研究特論Ⅵ　【研究テー
マ】スポーツの制度、トップスポーツのマネジメント、企業スポーツ、
大学スポーツ、スポーツの社会的インパクト、アスリートのキャリ
アトランジション、eスポーツ、スポーツ共創　【主な著書・論文】「e
スポーツが”スポーツ”に問うもの」体育の科学、69（1）、杏林書
院、2019／「スポーツリーグのマネジメント」（「スポーツマネジメ
ント」）大修館書店、2015／「日本型企業スポーツの制度と制度
移行の課題に関する研究」スポーツ産業学研究、21（2）、2011

嶋田 直哉
SHIMADA  Naoya

博士（文学）
教授

研究
分野 日本近代文学／日本現代演劇研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／地域文化研究特論　【研究テーマ】永井荷風研究／日
本現代演劇研究　【主な著書・論文】『荷風と玉の井－「ぬけら
れます」の修辞学』（論創社、2019年5月）／「輻輳化する風景
――永井荷風の文体戦略（「明治大学教養論集」第532号、
2018年3月）／「記憶の遠近法――井上ひさし『父と暮せば』を
観ること」（「日本近代文学」第94集、2016年5月）／「永井荷風
の「復活」――『つゆのあとさき』を読む」（隔月間「文学」第10巻
第2号、2009年3月）

山岸 智子
YAMAGISHI  Tomoko

博士（学術）
教授

研究
分野 イラン地域研究／文化論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論／地域文化研究演習　【研究テーマ】イスラームとグローバ
ル化の諸問題、イメージとイデオロギーの関連性、など　【主な
著書・論文 】“Can Japan embrace a Muslim Public? A 
study on responses to newcomer Muslims,” K.Ohtsuka 
& D. F. Eickelman eds., Crossing Boundaries; Gender, 
the Public, and the Private in Contemporary Muslim 
Societies,Tokyo,ILCAA,2008.／『現代イランの社会と政治』
2018年

瀧口 美香
TAKIGUCHI  Mika

Ph.D.
准教授

研究
分野

ビザンティン美術史／
キリスト教図像学

【最終学歴】ロンドン大学大学院　【担当授業科目】思想史領域
研究特論Ⅳ　【研究テーマ】ビザンティン写本挿絵／初期キリ
スト教聖堂舗床モザイク／ビザンティン聖堂フレスコ壁画　【主
な著書・論文】『キリスト教美術史　東方正教会とカトリックの
二大潮流』（中央公論新社・2022年）／『初期キリスト教・ビザ
ンティン図像学研究』（創元社・2018年）／『ビザンティン四福
音書写本挿絵の研究』（創元社・2012年）／“The Mosaic 
Decoration of the Monreale Cathedral,” L. Cleaver, et 
al., eds., Illuminating the Middle Ages (Brill, 2020).

田中 ひかる
TANAKA  Hikaru

博士（社会学）
教授

研究
分野

社会思想史／社会運動史／ドイツ近
現代史／アナーキズム史／移民史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅵ　【研究テーマ】国境を越える
人々がつくりだす思想と社会運動の研究　【主な著書・論文】田
中ひかる編『アナキズムを読む　＜自由＞を生きるためのブック
ガイド』皓星社、2021年／田中ひかる「ロシア革命とロシア人
アナーキスト亡命者たちの思想変容」『近代ヨーロッパと人の
移動―植民地・労働・家族・強制』山川出版社、2020年、164-
186頁／田中ひかる編著『社会運動のグローバル・ヒストリー
─共鳴する人と思想』ミネルヴァ書房、2018年

岩野 卓司
IWANO  Takuji

Ph.D.
教授

研究
分野

哲学／思想史／日本思想／
暴力の系譜学／言語と政治

【最終学歴】東京大学大学院／パリ第4大学大学院　【担当授
業科目】思想領域研究演習／思想領域研究特論Ⅰ／研究論文
指導／思想領域特別研究　【研究テーマ】思想史における暴力
の解釈／共同体と共同性の研究／哲学・宗教・人類学における
贈与論／日本思想史　【主な著書・論文】『贈与の哲学－ジャン
＝リュック・マリオンの思想』（明治大学出版・2014年）／『共に
あることの哲学』（書肆心水・2016年）／『共にあることの哲学
と現実』（書肆心水・2017年）／『贈与論』（青土社・2019年）

虎岩 直子
TORAIWA  Naoko

Ph.D.
教授

研究
分野

現代アイルランド文学／
イギリス諸島とカナダの文化

【最終学歴】東京大学大学院／Sussex University　【担当授
業科目】地域文化研究演習／研究論文指導　【研究テーマ】現
代アイルランド社会と文学／トランスレーション論／パブリック・
アート　【主な著書・論文】『近・現代的想像力に見られるアイル
ランド気質』（共著・渓水社）／『アイルランド・ケルト文化を学ぶ
人のために』（共著・世界思想社）

井上 善幸
INOUE  Yoshiyuki

教授
研究
分野

ヨーロッパ文学と思想／視覚芸術
／サミュエル・ベケット／西洋精神史

【最終学歴】関西大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モダニズム文
学／ヨーロッパ精神史　【主な著書・論文】［共著］『サミュエル・
ベケットと批評の遠近法』（未知谷・2016年）／Beckett and 
Animals. Cambridge University Press, 2013.／［単著］「ボ
ルヘスの記憶術」『明治大学教養論集』通巻562号 . Sept., 
2022, 53-81. ／ Beckett’s Mental Cartography in Le 
Dépeupleur and Company. Samuel Beckett Today / 
Aujourd’hui 29. Brill, 2017.

斎藤 英治
SAITO  Eiji

教授
研究
分野

現代アメリカ文学および
アメリカ映画史

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／文化理論研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テーマ】
Ｄ．Ｗ．グリフィスの映画から現代アメリカ文学まで、アメリカ文
化の魅力と特質を研究　【主な著書・論文】The Sound of 
Silent Films : Griffith’s Innovations on Sound in Home, 
Sweet Home／「『風』とそのハッピーエンドに関する覚え書き」
（『明治大学教養論集第445号』・2009年）

中村 和恵
NAKAMURA  Kazue

教授
研究
分野 比較文学・比較文化／英語圏文学

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】文化論研究特
論Ⅰ　【研究テーマ】旧英領植民地を中心とする非西洋圏の文
化・文学の比較研究、少数者の目に関心がある　【主な著書・論
文】『つきまとう故郷―トランス・ナショナルな英語文学とネイショ
ンの問題』（「岩波講座文学13」・2003年）／『帝国を飼いならせ』
（「早稲田文学」1996-2000年）／『世界中のアフリカへ行こう』
（共著・編集者・岩波書店・2009年）／『地上の飯』（平凡社・
2012年）／『日本語に生まれて』（岩波書店・2013年）

広沢 絵里子
HIROSAWA  Eriko

教授
研究
分野 ドイツ文学／自伝研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】文化理論研究
演習／文化理論研究特論Ⅴ／研究論文指導　【研究テーマ】
精神分析と自伝／ドイツ語圏の文化　【主な著書・論文】ゲルマ
ニスティネンの会・光末紀子他編『ドイツ文化を担った女性た
ちーその活躍の軌跡』（共著・鳥影社・2008年）／広沢絵里子・
M.マンデラルツ編『Auto-/Biographie: Erzähltes Selbst, 
erinnerte Bilder』（共編著・日本独文学会・2010年）

釜崎 太
KAMASAKI  Futoshi

博士（教育学）
教授

研究
分野 身体教育論／ドイツスポーツ研究

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】思想領域研究
演習／思想領域研究特論Ⅳ／研究論文指導　【研究テーマ】
市民社会とプロスポーツ及びスポーツクラブの関係／メディア・
身体を中心としたスポーツ研究　【主な著書・論文】「ドイツの
市民社会とブンデスリーガー共的セクターとしての非営利法人
の機能―」（スポーツ社会学研究．29-2号．2021年）／「ギラヴァ
ンツ北九州の社会貢献活動に見る共的セクターの役割と課題」
（年報体育社会学．3号．2022年）

佐久間 寛
SAKUMA  Yutaka

博士（学術）
准教授

研究
分野 文化人類学／アフリカ地域研究

【最終学歴】東京外国語大学大学院　【担当授業科目】地域文
化研究演習／文化論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】負債をめぐる
民族誌学的研究、フランス語圏アフリカの文化研究　【主な著
書・ 論 文 】Index de Présence Africaine par auteurs 
(1947-2016), Présence Africaine, 2021.／『ガーロコイレ：
ニジェール西部農村社会をめぐるモラルと叛乱の民族誌』平凡
社、2013年

鈴木 哲也
SUZUKI  Tetsuya

教授
研究
分野 言語社会学

【最終学歴】英国リーズ大学大学院　【担当授業科目】文化理
論研究演習／言語文化研究特論Ⅰ／研究論文指導／言語文
化特別研究　【研究テーマ】コミュニケーション・テクノロジー
の発達と社会構造の変化の相関性　【主な著書・論文】『ケルト  
口承文化の水脈』（共著・中央大学出版部・2006年）

本間 次彦
HONMA  Tsugihiko

教授
研究
分野 中国前近代思想

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】思想史領域研
究演習／思想史領域研究特論Ⅱ／研究論文指導　【研究テー
マ】帝政後期中国の思想状況に対する多角的分析（文学・宗教
なども含む）　【主な著書・論文】『コスモロギア――天・化・時』
『人ならぬもの――鬼・禽獣・石』（「シリーズ・キーワードで読む
中国古典」①②・共著・法政大学出版局・2015年）／B．A．エル
マン『哲学から文献学へ――後期帝政中国における社会と知の
変動』（共訳・知泉書館・2014年）

池田 功
IKEDA  Isao

博士（文学）
教授

研究
分野

日本近代における
文学と文化及び社会

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／地域文化研究特論Ⅰ／研究論文指導　【研究テーマ】日
本近代の文芸研究／病と人間の文化研究／死生観の研究／
石川啄木研究　【主な著書・論文】『啄木　新しき明日の考察』
（新日本出版社・2012年）／『啄木日記を読む』（新日本出版社・
2011年）／『新版　こころの病の文化史』（おうふう・2008年）／
『石川啄木　その散文と思想』（世界思想社・2008年）／『石川
啄木　国際性への視座』（おうふう・2006年）

畑中 基紀
HATANAKA  Motoki

教授
研究
分野 近代日本文学・表現論

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】文化理論研
究演習／文化理論研究特論Ⅲ　【研究テーマ】物語芸術におけ
るリアリティの構造　【主な著書・論文】｢『日日平安』から『日々
平安』へ　ー原作小説からシナリオへの改変過程ー｣（『明治大
学教養論集』）／「縁談の文体論－『細雪』における〈うわさ〉に
よる縁談のストーリー形成について」（『文体論研究』）

丸川 哲史
MARUKAWA  Tetsushi

博士（学術）
教授

研究
分野 東アジア思想・文化論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
演習／言語文化研究特論Ⅲ／研究論文指導　【研究テーマ】
20世紀文化と知識人　【主な著書・論文】『台湾における脱植
民地化と祖国化から』（明石書店・2007年）／『思想課題として
の現代中国』（平凡社・2013年）／『魯迅出門』（インスクリプト・
2014年）／『冷戦文化論（改訂版）』（論創社・2020年）<以下
翻訳書>温鉄軍『中国にとって農業・農村問題とは何か』（作品
社・2010年）／汪暉『世界史のなかの東アジア―台湾・朝鮮・日
本』（青土社・2015年）／羅永生『誰も知らない香港現代思想史』
（共和国・2015年）
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3「平和・環境」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

浅賀 宏昭
ASAGA  Hiroaki

理学博士
教授

研究
分野

学際生命科学
ならびに生命科学教育

【最終学歴】東京都立大学大学院　【担当授業科目】地球環境研
究演習／地球環境研究特論Ⅱ／地球環境特別研究　【研究テー
マ】「動物細胞の機能に関する研究」および「バイオテクノロジー
の社会実装に関する研究」ならびに「生命科学実験教材の研究」　
【主な著書・論文】『知っておきたい最新科学の基本用語』（技術
評論社・2009年）／Abnormal Accumulation of Citrullinated 
Proteins Catalyzed by Peptidylarginine Deiminase in 
Hippocampal Extracts from Patients with Alzheimer’s 
Disease., J. Neurosci. Res. 80, pp.120-128, 2005.

石山 徳子
ISHIYAMA  Noriko

Ph.D.
教授

研究
分野 地理学／地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ラトガース大学大学院　【担当授業科目】地球環境
研究演習／地球環境研究特論Ⅲ　【研究テーマ】環境正義問
題。特に、核開発と植民地主義、経済格差、人種差別との関係
について　【主な著書・論文】『米国先住民族と核廃棄物─環
境正義をめぐる闘争』（単著・明石書店・2004年）／『震災・核
災害の時代と歴史学』（歴史学研究会編・2012年）／『地域環
境の地理学』（2012年）／『「ヘイト」の時代のアメリカ史　人種・
民族・国籍を考える』（共著・彩流社・2017年）／『「犠牲区域」
のアメリカ　核開発と先住民族』（単著・岩波書店・2020年）

鳥居 高
TORII  Takashi

教授
研究
分野

多民族国家における政治・経済シス
テムの研究

【最終学歴】中央大学　【担当授業科目】平和構築研究演習／
地球公共論研究特論Ⅰ　【研究テーマ】多民族国家の社会安定
装置について、市民権、政党、選挙、経済テクノクラートなどに焦
点を当てている　【主な著書・論文】『東アジアの社会大変動』（共
著・名古屋大学出版会・2017年）／『マハティール政権下のマ
レーシア』（編著・アジア経済研究所・2006年）／『アジア中間
層の生成と特質』（共編著・アジア経済研究所・2002年）

佐原 徹哉
SAHARA  Tetsuya

博士（文学）
教授

研究
分野 東欧現代史・中東現代史・紛争研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／研究論文指導　【研究テーマ】民族問題、テロリズム、難
民問題、紛争研究　【主な著書・論文】『ボスニア内戦─グロー
バリゼーションとカオスの民族化』（有志舎・2008年）／War 
and Diplomacy（共著・Salt Lake City・2012年）／War and 
Nationalism（ 共著・Salt Lake City・2013年 ）／ What 
happened in Adana on April 1909 ?（Istanbul・2013年）／
『中東民族問題の起源』（白水社・2014年）

勝田 忠広
KATSUTA  Tadahiro

博士（工学）
教授

研究
分野

使用済核燃料管理／
プルトニウム処分問題

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】科学技術史研究
特論　【研究テーマ】原子力・核燃料サイクル政策／原子力安全
規制　【主な著書・論文】The Rokkasho test: Has Japan 
learned the lessons of Fukushima?, Bulletin of the 
Atomic Scientists, Vol.72 No.3, pp.180–184. April 2016
／福島事故5年後の原子力安全規制：現状と将来の課題 , 科学
（岩波書店）第86巻7号 pp.726-731. 2016年7月／Japan’s 

spent fuel and plutonium management challenge, Energy 
Policy, Vol.39 Issue 11 pp.6827-6841. November 2011.

羽根 次郎
HANE  Jiro

博士（学術）
准教授

研究
分野 中国近現代史／現代中国論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／平和構築研究特論Ⅲ　【研究テーマ】中国概念の史的
研究／中国共産党史／清末台湾史　【主な著書・論文】『物的
中国論：歴史と物質から見る「大国」』（単著・青土社・2020年）
／〈东亚之外的中国：关于认同政治的若干问题〉（区域2016年
第2辑）／「啓蒙思想期以降のヨーロッパにおける南台湾記述と
「南東台湾」の発見について」（日本台湾学会報12・2010年）

森永 由紀
MORINAGA  Yuki

博士（理学）
教授

研究
分野 気候学・環境科学

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】地球公共論研
究特論Ⅱ／地球環境研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モンゴル国の
アイラグ（発酵馬乳）の気候学的研究　【主な著書・論文】
Winter snow anomaly and atmospheric circulation in 
Mongolia: International Journal of Climatology. 23, 13, 
p.1627-1636, 2003.／Who is making airag (fermented 
mare’s milk) in Mongolian households? Nomadic 
Peoples, 19,7-29,2015,（共著）／「モンゴル国の馬乳酒」（科
学・89巻・9号・817-823・2019年）

廣部 泉
HIROBE  Izumi

Ph.D.
教授

研究
分野

日米関係史／
地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ハーバード大学大学院　【担当授業科目】平和構築研
究演習／平和構築研究特論Ⅱ　【研究テーマ】日米中関係、グロー
バルヒストリー、米国史、日本近現代史　【主な著書・論文】
International Society in the Early Twentieth Century Asia-
Paicific（ 共 著・Routledge, 2021年 ）／Japanese Pride, 
American Prejudice（単著・Stanford University Press・2001
年）／『グルー：真の日本の友』（単著・ミネルヴァ書房・2011年）／
『人種戦争という寓話』（単著・名古屋大学出版会・2017年）／『黄
禍論 百年の系譜』（講談社選書メチエ、2020年）／『大正史講義』
（共著・ちくま新書、2021年）

薩摩 秀登
SATSUMA  Hideto

博士（社会学）
教授

研究
分野 西洋中・近世史／東欧史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅵ／文化理論特別研究　【研究テーマ】東欧の中・近世に
おける政治および社会構造と文化　【主な著書・論文】『プラハ
の異端者たち  中世チェコのフス派に見る宗教改革』（現代書館・
1998年）／『物語チェコの歴史  ー森と高原と古城の国』（中公
新書・2006年）／『辺境のダイナミズム』（共著・岩波書店・
2009年）／『図説チェコとスロヴァキアの歴史』（河出書房新社・
2021年）

佐藤 公紀
SATO  Kiminori

博士（学術）
専任講師

研究
分野

ドイツ・ヨーロッパ近現代史／
現代ドイツ政治

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅳ（ドイツ語圏）　【研究テーマ】19世紀後半～20世紀前
半のドイツにおける刑罰制度・犯罪生物学・釈放者扶助の歴史
的展開／現代ドイツの右翼ポピュリズム　【主な著書・論文】『ド
イツ文化事典』（共著）、丸善出版、2020年／『ナチズム・ホロコー
ストと戦後ドイツ』（共著）、勉誠出版、2020年／フォルカー・ヴァ
イス『エリートたちの反撃 : ドイツ新右翼の誕生と再生』（翻訳）、
新泉社、2020年

前田 更子
MAEDA  Nobuko

博士（史学）
教授

研究
分野

フランス近現代史、
地域研究（フランス）

【最終学歴】東京都立大学大学院　【担当授業科目】地域文化
研究特論V　【研究テーマ】近代フランスの教育とカトリシズム
に関する社会史的研究　【主な著書・論文】『私立学校からみる
近代フランス̶̶19世紀リヨンのエリート教育』（単著・昭和堂・
2009年）／『カトリシズムと生活世界̶̶信仰の近代ヨーロッ
パ史』（共編著・勁草書房・2023年）／『世界史のなかの女性た
ち 』（共著・勉誠出版・2015年）／『近現代ヨーロッパの歴
史̶̶人の移動から見る』（共著・放送大学教育振興会・2022
年）


